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「史料」 としての映画研究序説
一 教育関係映画を中心として一

1.本 稿 の 趣 旨

人間の過去における思想,行 動の痕跡 として学術研究の対象 とされる 「史料」は,時 代の

推移 とともにその範囲を拡大す る。19世 紀末に生まれ,20世 紀を通 じて,動 きと音を伴った

画期的な情報媒体として目覚ましい発展をとげてきた映画もその新参者の一つである。近年

の映画は,後 発のテレビジ ョンの普及により独占的立場を失いつつあるが,そ の優れた保存

性により多 くの記録の蓄積を有し,「 史料」としての確乎たる地歩をしめている。

本稿は,第 二次世界大戦時およびその前後の時代を対象とし,主 として日本の教育制度お

よびその背景にある諸現象を考察する上で 「史料」 として活用できる映画には如何なるもの

があ り,如 何なる方法を用いることによりその持ち味を生かし得るかについて研究を進める

上での手続きと視点を概観することを試みたものであり,引 き続き,本 格的な取 り組みに着

手するための準備段階としての性格をもつ。

我々が,こ れまで とか く文書に比し映画を 「史料」 として利用することに関し,躊 躇ない

しきわめて慎重な対応をしてきた ことは故ないことではない。第一に,我 が国では,映 画 フ

ィルムを文化遺産 として大切に継承,保 存し,活 用を期す公的なフィルムライブラリーの発

想が近年に至るまで育つことな:く,た めに,自 由で手軽な視聴を前提としてはじめて可能に

なる,古 い映画フィルムに対す る学術的な考察が大きく妨げられていた。第二に,熱 や湿気

に弱 く,傷 つきやすいフィルムベースの性質に由来する取扱いの繁雑さ,文 書とは比較にな

らない高いフィルム価格,暗 室 とプロジェクターの設備を要する視聴の厄介さが,文 書 との

利用上の隔た りを大きくしていた。しかしながら,VTRの 普及 と映画か らビデオテープへ

の忠実度の高い転換を容易ならしめた情勢の変化に より,少 な くとも後者の技術的な障害に

ついては急速に解消されつつある。教育における著作物の複製利用に関する法的な許容規定

(著作権法第35条)は,教 育 と不可分の関係にある研究にも当然適用 され る。一方,前 者に

ついて も,東 京国立近代美術館フィルムセγターの設立(1969年)を 契機に,収 集と整理に

関する公的な取 り組みが本格化し,同 時に単に保存に止 まらず,文 化遺産の共有および映画

と人間 とのかかわ りに関する研究の推進の観点から,普 及 ・利用上の便宜を図ることの意義

と必要性に対す る認識が次第に高まりつつある。

いまこそ,各 専門分野 ごとに,所 要の関連映画を リス ト・アップし,そ の所在調査を経て
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整理し,文 書と並んで映画を 「史料」 として活用 し得る態勢を整えるべき秋が到来した。

2.「 史 料」 として の映画 の 区分 と調査 対象 リス ト

多年にわた り蓄積された膨大な映画の中で,本 稿の主題に即して 「史料」として利用価値

が高 く,し かも比較的利用しやすいものは,ニ ュース映画,ド キュメンタリー映画(記 録映

画,「 文化映画」,教 育映画)お よび一部の劇映画(児 童劇映画を含み,劇 場専用の娯楽作

品を除 く)の 三分野に属する映画である。前二者が実写フィルムの編集,構 成を主としてい

るのに対 し,後 者はスタジオセ ット,ロ ヶ一ションによる演出,演 技を中心とする製作技法

上の差異はあるが,い ずれにしても,比 重の違いはあれ経験の伝達,人 間の精神 ・思想の伝

達を内容として兼ね備えていることが調査対象とされるための要件となる。

第二次世界大戦期に製作された日本のニュース映画は複雑多岐にわたるが,比 較的長期間,

系統立 って製作上映 されたものは別掲の各社によるものであ り(下 表参照),こ の5社 の作品

により当時のニュース映画の取材範囲をほぼ把握することが可能である。初期における,各

新聞社,通 信社 ごとの製作が,国 策(情 報統制)に より 「日本ニュース」(社 団法人日本映

画社)に 統合され,敗 戦 とともに再び各社(同 盟を除 く)の 製作活動が復活する経緯をたど

っている。一時はニュース専門館が都市部に続出するなど盛況を見せ,各 社の製作数:は相当

数にのぼったが,戦 災で原版 の焼失被害が続出し,一 方,プ リントは消耗品並の扱いがなさ

れていたためほとんどが廃棄され,現 存するフィルム中には戦前期を中心にかなりの欠号が

あ り,一 部になお未整理の部分がある。

ニ ュ ース映 画 フ ィル ムの 種 類 と所 在(1954年 まで)

1.『 朝 日世 界 ニ ュ ー ス』

『新 世 界 ニ ュ ー ス』

『朝 日 ニ ュー ス』

2.『 東 日 ・大 毎 国 際 ニ ュ
ー ス 』

r文 化 ニ ュー ス』

『毎 日NBCニ ェ ース 』

『毎 日世 界 ニ ュ ー ス』

3.r読 売 ニ ュー ス』

『読 売 国際 ニ ュ ー ス』

4.『 日本 ニ ュー ス』

5.r同 盟 ニュ ー ス』

朝日新聞社

新世界映画社

朝日新聞社 ・
日本映画新社

毎日新聞社

理研映画社

理研映画社

毎日新聞社 ・新
理研映画社

読売新聞社

読売新聞社

日本映画社

同盟通信社

'34～,40

'46
～

,52 ～

'35
～,40

,47～

,50～

'51
～

,37
～'40

,49 ～

1'40～'52

,37
～,40

〈国立近代美術館フィルムセンター〉

〈テレビ朝日映像,国 立近代美術館フィルムセンター〉

〈テレビ朝日映像,国 立近代美術館フィルムセンター〉

〈国立近代美術館フィルムセンター〉

〈東京放送,国 立近代美術館フィルムセンター〉

〈東京放送,国 立近代美術館フィルムセンター〉

〈理研映画社〉

〈国立近代美術館フィルムセンター〉

〈読売映画社〉

.〈NHK,日 映新社〉

〈国立近代美術館 フィルムセンター〉
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一方 ,ド キュメンタ リー映画の製作過程も波乱に富んでいる。 図(下 記)は 製作会社の系

譜の概略を示したものであるが,こ の外多数の中小規模の製作プロダクションが存在し基盤

を支えていた ことが特色である。比較的規模の大きいものは,視 聴覚機材や ブィルムの輸入

販売を本業 とする商事会社ないし楽器類販売会社,通 信社 ・新聞社 といった報道機関,娯 楽

用劇映画の製作を目的として設立された映画会社が,関 連業務の一部 として製作を行う形を

とっており経営が比較的安定していたのに対し,中 小業者は,当 該映画の製作を主たる目的

として設立され,き めが細か く個性的な作品を残したが,良 心的な製作態度が必らずしも相

応な報いに結び付かず,そ の多 くは製作者の献身 と犠牲の下に成 り立っていることも少なく

なかった。戦時下の情報統制は ドキュメンタリー部門にまでおよび,従 来の各社は4つ の製

作会社に統合され内容上の統制(検 閲,認 定)の 裏付けがなされた(映 画法:'39.4.5法66)の

み ならず,呼 称も従来の記録映画,教 材映画などといった様々な言いかたを 「文化映画」な

るものに統一した。しかしながら,映画に対する公的な財政的支援は,ド キュメンタリー映画

の理論,実 際に関する研究の進展を促す効果をもたらし,多 数の単調で画一的な作風の中に,

やがて戦後開化にいたる萌芽のきざしが現れ始めていたのを認めることができる。敗戦にょ

る虚脱状態は,新 たな国民文化を創造するための力となることの自覚 と責任をふまえた希望

と期待にとって代 り,「 教育映画」の製作を通じて再出発がなされた。 ドキュメンタリー映

教 育 ・文 化 ・記 録 映 画 製 作 の 系 譜 価5年まで)

(草創期)

東京シネマ商会ぐ14一)

横浜シネマ商会C23一)

(「文化映画」興隆期) (戦時統合期) 再編期 復興期

記録映画社ぐ52)

岡本洋行活動映画部ぐ18一)

電通映画部ぐ23一)

読売新聞社

同盟通信社

朝日新聞社

十字屋映画部('34一)

(社)日 本映画社

読売新聞社映画班ぐ36一)

同盟通信社映画部ぐ38一)

朝日映画ぐ37一)

電通映画社(第4次 統合:'43一)

大阪毎日新聞社

松竹

PCL『 聚k=

大毎 ・東日映画部('40

松竹文化映画部ぐ39一)

東宝文化映画部ぐ37一)

芸術映画社C35一)

ヨ
理化学研究所('34一) 理研科学映画ぐ38一)

満鉄映画部ぐ28一)

,.松 竹動画('43一)一 一 ・ ・.一 ・ 一.一 ・

凍 急

理 研科学 映画(第2次 統 合='43一)一 理研 映画ぐ46一)

瞬 細 二』慮 懲;i::1

朝日映画社(第3次 統合;'43一)新 世界映画('47一)』』-幽 麟 欝D

二il謙甦　

東亜発声映画製作所ぐ37一)

(注)こ れ まで収集し得た各種資料および関係者の証言等に基づき、本稿でとりあげた作

品との係わりに重点を置いて作成した。なお.時 期区分と呼称は、暫定的なものであ

る。

学研

東映教育映画部ぐ51一)

新理研ぐ52一)

東京シネマぐ54一)

八木プロぐ52一)

ビテオ映画社ぐ53う

学研映画部('55一)
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画の場合 も,ニ ュース映画の場合 と同様に戦災による散逸傾向が著しいが,系 譜の複雑性は

一層 「遺産」の継承を困難ならしめている。

劇映画については,文 芸作品を中心に,子 供の世界,教 師と学童,親 と子供,伝 記 ものな

ど,学 校巡回映画制度が普及するに伴い早 くから製作がなされたが,劇 場用映画製作の片手

間的な取 り組みの傾向があ り,し たがって保存措置についても一般劇映画に くらべ良好 とは

いえない。

以上の,三 分野に属する映画中,「 史料」 として調査研究の対象 とされるべ き作品の リス

トは,本 稿末尾に掲げた通 りである。当該作品の選定に当っては,関 係図書,雑 誌をはじめ,

関係者の談話,書 簡を参考とし,お よそ以下に掲げる条件に適 うことを期した。1)映 画の

特性を生かし,文 化遺産の効果的伝達に顕著な成果をあげているもの,2)人 間の身体的,

社会的発達に関わる描写を含むもの,3)学 校教育,社 会教育の組織,運 営,内 容,方 法に

かかわる描写を含むもの,4)教 育条件を規定する政治 ・経済 ・社会 ・文化 ・対外的要因に

かかわる描写を含むもの,5)児 童,生 徒,学 生の生活実態,生 活意識を描 写 したもの,

6)学 術 ・文化の水準に関わ る描写を含むもの。

調査対象として掲げた作品の大部分については既に一通 り視聴を経ているが,前 述のよう

な製作会社の度重なる解散,合 併,組 織変更の事情により,未 だ所在を確認 し得ていないも

のも少なくない。 このリス トは,今 後すべての視聴をす ませ,必 要に応 じて画面分析,台 本

精査などの手続をふまえる一方,な お継続的に増補改定の措置がなされるべきものである。

3.「 史 料」 として の映画 研究 の視 点

映画のどの部分をどのような観点から引き出し,「 史料」 として活用し得るかは,映 画が

具有する特性 と密接なかかわ りをもつ。

第一は,時 問的,地 理的制約を超越した再現性,つ まり,音 と動 く映像の 「缶詰」 として

の映画の特性である。この種の映画を通じて,今 では最早見 られないが,し かし今 日の延長

線上に連なる生活様式や他国,他 の地域における環境,文 化の態様に居ながらにして接する

ことが可能になる。それは単に,事 物や人に関する知識を広めるに止まらず,そ れらを通じ

て現実を見つめる新たな視座を獲得し認識を深める効果さえ生む。たとえぽ,フ ラハーティ

により70年前に撮影された映像(No.1:r北 地のナヌック』)か ら,わ れわれはエスキモー

のナヌークー家が大 自然にいかに依存してその命を保ち得ていたかを知ると同時に,現 代人

も本質的には何等変らない立場にあるにもかかわらず,科 学技術の介在がそれを忘れさせ,

自然破壊に加担し結局自らの生命基盤を脅かしつつあることを想起する。 また,300年 余に

もわたって,腰 までつかる湿田地帯の土地改良に黙 々と取 り組んできた新潟県蒲原平野の人



「史料」としての映画研究序説 261

々の足跡を見 るとき(No.148「 芦沼」),単 純な国際比較や数値上の操作に基づ く安直な政

策決定がいかに空虚なものであるかを知 ることができる。 さらに,戦 時中の映画に繰 り返 し

登場する,日 章旗はため く下で白馬にまたが り軍服姿で閲兵する天皇のシーンや日章旗を先

頭に中国の都市を占領 し万歳を唱える日本兵たちの映像記録からは,「 日章旗や天皇がなぜ

戦争 と結びつ くのかわからない」 と言 う声が見識 と配慮を欠いた軽率なものであることがわ

かるし,「 国際理解」 とか 「国際化」が,秋 期入学制の導入や話す外国語教育の振興で事足

れ りといった単純なものではないことに思いを巡 らせるきっかけをもたらして くれる。

この種の記録は,ニ ュース映画の一部(ト ピックス,ル ポルタージュ,カ メラ訪問を含

む;No.45,61,70,77,91,92,95,101,102,103な ど)や 前掲のような ドキュメンタリー

作品中に取 り上げられる(No.2,16,18,35,54,55,88,96,110,119,126,128,148,149

など)ほ か,劇 映画中にも,主 題とは関わ りなく時代的雰囲気 として描写されていることが

少な くない。ここには,た とえ,今 日いかに厳密で周到な時代考証を踏まえて製作されたテ

レビ映像でも及ぼない,そ の時々に撮影された画豫のみが持つ独特の持ち風味が醸し出され

ている。

第二は,映 画の持つプロパガンダ性である。由来,映 画が戦争との関わ りを強 く帯びて発

展し,戦 局の誇大報道と国策宣伝,国 威発揚の媒体としての役割を果たしてきたことは周知

のとお りである。政府 ・軍部は検閲 ・許認可権を駆使して統制を図 り,さ らには企画,監 修,

協力を以て製作に関与した。か くして,「 国営」のニュース社により一元化された製作配給

がなされ,「 国民教育上益なる映画」 や 「啓発宣伝上必要なる映画」 が,当 局のお墨付を

得て 「文化映画」 として続々と登場する。映画製作者 と政府 ・軍部 との親密な協力関係によ

り製作された映画は,当 時の戦争指導者の政策意図や 「;期待される国民像」を知る上で欠か

せない貴重な 「史料」である(No.8,9,15,39,43,46,52,53,62,67,71,72,76,79,85,

86な ど)。

同じプロパガンダでも,国 情により相違 が認 め られ るの も興味 深 い。r非 常時 日本』

(No.8)とr意 志の勝利』(独:No.15)は,後 に,そ れぞれの戦犯裁判の物的証拠 とさ

れた典型的な作品であるが,『 非常時日本』が上意下達型の観念論で終始しているのに対し,

『意志の勝利』は音 と群像のスペクタルで視聴者の感性へ働きかけの効用を期し,際 立った

対照を見せている。 一方,ア メリカの戦時キャンペーン映画 『戦争への序曲』(Nα76),

r汝の敵 ・日本を知れ』(No.85)で は,敵 国の記録映画フィルムや図表,各 種データを駆

使して論理的,合 理的判断を国民に求めている。 「汝の敵 ・日本を知れ』は,戦 争末期に製

作され,む しろ対 日占領のため派遣する軍政要員の啓発用 として広 く活用 された日本紹介映

画であるが,『 皇国 日本』(No.39)の ような映画を通じて抽象的 ・幻想的な国家観しか持

ち得なかった大多数の日本人に対し,短 時間で明快に日本の 「近代化」の特異性 と国民の置
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かれ た立場 について予備知識 を得 て来 日した軍政 要員の意識 のずれの大 きさが よ くわ か り,

当時両者 間で頻繁 に引 き起 こされ た 「文化 の衝突」 の根源 を確 かめ ることがで きる。 『汝 の

敵 ・日本 を知れ』 と同趣 旨の ドイ ツ向け作品がrこ れが ドイツだ』(HEREISGERMANY,

1984:米 国 国立公文書館f,阪 大VTR)で あ るが,そ れ ぞれ の国を象徴す る フレーズとし

て使われ てい る`mysteriouscountry'(日 本),`beautifulcountry'(ド イ ツ)の 相違 は,両

作品が ア メリカの対 日 ・対独観 とそ の直後 の占領政策 の展 開経緯 を分析す る上 で きわ めて含

蓄に富む 「史料」 であ るこ とを示唆 してい る。

第 三は,映 画が製作者の生(せ い)の 証(あ かし)」,生 き様(ざ ま)の 反映た る性格 を 持 つ

場合 のあ ることに 由来す る,い わば,人 間 ・人物研究 の意義 を そ の 中 に 見 出せ ることであ

る。 それは,単 に映画の背後に製作者の意図,配 慮を見 出す こ とではな く,む しろ,そ の製

作の姿勢 ・態 度を うかが うことを通 じて,自 分を見つめ,自 分 を理解す る能 力を身 につけ る

「自己検 証の手段」 として映画を活用 す ることにあ る。 これに該当す る と見 られ る作品は,

ドキ ュメンタ リーの少なか らざる部 分 と劇 映画の一部に認め られ るが,便 宜上,お よそ以下

の二つに区分 す ることがで きよ う。 まず,社 会 的事象を題 材に求めてい る作品群(No。21,

22,24,29,31,32,33,38,54,56,58,73,89,90,96,121,124,129,139,144,148な ど)

で あ り,石 本統吉 氏(芸 術映 画社 ・日映),水 木壮也氏(芸 術映画社),亀 井文夫氏(東 宝 文

化映 画部),三 木茂氏(同)な ど,鋭 い問題意識 を もち,個 性 的な切 口を見 せ る製作者たち

に よる作 品が 多い。 これ らの作 品を通 じて,製 作者 は対 象,人 物の客観的な意味や存 在の本

質的理 由を明らか にし,と か く自己 を見 失って途方 に くれ,あ るいはその ことにす ら気がつ

かない視聴者 に対 し,も う一人 の自分を 引き出して外か ら自分 を見 つめなおす きっかけをつ

くって くれ る。 これ らの作品が さ りげな く人 々の心 に働 きかけ,さ わや か さや生 きる希望 を

そ っと残 して くれ る背景には,製 作者 の限 りない人間愛 と豊か な感受性が作 品に 吐露 され て

い ることに よるのであ ろ う。 本稿 の考察 の対象外 ではあるが,C.チ ャプ リンや 山田洋次 の

一連 の作品中に も,同 じ流れを くむ ものが少な くない。

も う一方は,自 然事象を題材に取 り上げてい る作品群(No.7,14,28,37,51,57,68,99,

100,108,109,117,118,123,133,136,137,138,143,145,150な ど)で あ り,鳥 類 に造詣

が深 く,記 録映画 に確乎た る地歩を築 きあげた下村兼史 氏(理 研映 画),小 学校 の現職教員

か ら映画製作者に転進 し質の高い教材映画を 続 々発表 し た 太 田仁吉氏(十 字屋 映画部,日

映)の 製作にな るものが数多 く含 まれてい る。いずれ も理科教材 向け の素材を扱 ってい るが,

教 材映画が,通 例,限 定 された範囲 の利用に限 られ,指 導基準 の改定等 に よりきわめ て短 い

寿命 しか持ち得ないに もかかわ らず,こ れ らが広範な視聴者に受け入れ られ今 日なお見 る人

の心を動かすのは,製 作者の一貫 した対象へ の関心 と絶 え ざる探 究心,さ らには,目 前の利

害を超越 した強固な意志 と熱意を,感 じ取 ることがで きるか らに外な らない。わずか10分 程
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度の短編映画に2～3年 の歳月を惜しみなく費やし,絶 望的な失敗や経済的な障害にも,ひ

たす ら真理探究の延長線上にあるささやかなよろこび とその共有を 目差して製作された作品

に くらべ,決 り切 った結論をただ説明するだけの材料を揃え,並 べるにすぎない,安 易な映

画製作の実態とそれを必然たらしめた諸要因には,時 代を越えた問題が内包されているのを

看取することができる(た とえば,No.57『 富士の地質』 とNo.50『 科学する心』を対照

されたい)。

第四は,人 間の感情や情緒の機微を伝えるのに威力を発揮する映画の特性に由来するもの

である。映画は,ク ローズアヅプの手法により,人 間の表情の変化,内 面の動きを,し かも,

なめらかな連続性を以て描写し得るとい う,両 面を兼ね備えている点で,写 真や舞台芸術を

しの く優 れた情報伝達媒体たる可能性を有している。しかし,そ れはあくまでも映画 自体が

本来的にもつ 「可能性」であ り,利 用する側の主体的対応が,そ の波及効果 としての製作者

側への影響力を含めて,大 きな意味を持つことは言を侯たない。表情やしぐさは言葉では決

して明らかにし得ないような意思伝達の領域を分担し,言 葉に潤い と深みを もたらすのみな

らず,人 間の精神の 「信号器」 として重要な役割をはたすが,そ の機能は親とか兄弟,友 人

などとの日常生活,対 人関係を通じて後天的に培われる。従って,ス キンシップやしぐさや

表情による 「対話」が,合 理主義,効 率主義に反し無駄で無意味なもの として退けられ,空

白を生ず るや,そ れは連鎖反応で全世代に蔓延する。言葉のみが独走し,能 面のごとき無表

情な人間が盗れる世界では,映 画は最早その特色を発揮する意義と基盤を失 う。しかし,'こ

のことは単に一情報媒体としての映画の終焉に止まらず,人 間の,人 間たる存在の終焉に外

ならない。

幼少年期において,感 情表現,表 情理解に関す る体験を補足 し,体 系的に身につけてお く

ことの意義 と重要性からすれぽ,学 校においてそれを総合的に学習する科目の教育課程にお

ける位置づけが,日 常生活に不可欠 として課 されている他の多 くの科目と異なる理由は何等

存しない。同時に,教 師や両親が,教 育学の主要な一領域 として 「目で見る技術学」 とでも

言 うべき,し ぐさと表情に関す る実践学を手軽に学べ る準備を整える必要がある。

これらの課題に応える有力な素材の一つ として,別 掲 リス トのい くつかの作品ないし同類

の他の作品が役立つであろう(No.12,17,24,26,30,58,59,60,104,105,106,125,131,

149,152,153,154な ど)。な:るほど,我 々が蓄積し共有す る 「史料」 としての映画は,今 日

の映像製作技術の水準からすればきわめて拙 く,貧 相である。 ほとんどが,カ ラー(「天然

色」ではなく 「人工着色」にすぎないのだが)で はなく,白 黒である。しかし,そ れだから

こそ,設 備の豪華さや画面構成の巧妙な操作やきらびやかな色彩に惑わ され ることなく,映

画の内容を,人 物の表情の動きを,主 体的な姿勢を保ちながら味わ うことができるのである。
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4.「 史 料」 として の映画 研究 の課題

我が国において映画を 「史料」 として研究に取 り上げようとする場合,文 書に くらべ収集,

保存,利 用上の態勢がきわあて立ち遅れている事情に起因する障害に必らず直面する。まず,

求めるフィルムが,猫 の目のように組織変更を繰 り返し,し か も人的,物 的に複雑多岐に亙

っている系譜をたどって,所 蔵管理する製作会社を探しあてなけれぽならない。そのフィル

ムが,歴 史的に見て当該プロダクションの誇 りと栄誉に直結するものと認められる場合でも,

そこに必らず所蔵されているとい う保証はない。さらに,戦 時期のフィルムに関しては,諸

般の配慮から,た とえ研究 目的でも視聴を拒否される場合 もあり,当 該時期については,米

国など外国で収集保存されている日本のフィルムを見るため遠征することを余儀な くされる。

実際にフィルムを視聴し,内 容分析を行 うことが映画利用の研究においては必要不可欠であ

ることからすれば,い かにして如上の問題の解決を図るかが第一の課題 となる。

このような懸案を解決するに当って,い くつかの事例か ら有益な示唆を得ることができる。

たとえば,公 的フィルムライブラリーの存在が,国 家体制の急激な変革に伴う場当た り的で

無責任な破壊行為からフィルムを守 り,文 化遺産 として正当に取扱 う慣行が確立し得ること

を実証した西 ドイツの連邦公文書館映画記録保存所(BUNDESARCHIV/FILMARC・

HIV)の 例,単 なる歴史的フィルムの保存管理機関としてではな く,そ の活用 と普及のため

のす ぐれたサービス機関として機 能 して い る英国戦争博物館(BRITISHWARMUSI-

UM)フ ィルム部門の例,国 内のあらゆる公的記録及び対外政策にかかわる外国の記録を体

系的に保存 し,文 書 ・写真 ・映画を一体 として課題別に利用できる周到な人的,物 的施設を

整えている米国国立公文書館(NATIONALARCHIVES&RECORDSSERVICES)

の例など,こ の分野において先行する諸国の実践を参考とすべきである。いずれ も,研 究 目

的の利用には格別の配慮と便宜が図られ,映 画を利用した研究の推進に大きな役割を果たし

ている。また,米 国国立公文書館で一部試験的に取 り入れ られ成功をおさめている,ニ ュー

ス映画の全作品の一括集中管理方式は,と か く,製 作会社や放送局がそれぞれ私物化,独 占

化してしまいがちのニュース素材を共有し,何 を所蔵しているかではな く,如 何なる課題に

いかにアプローチするかで番組を競作している事例は,我 が国の現状にてらし,特 に注 目に

値する。

公的フィルムライブラリーの整備確立 とともに,早 急に取 り組まなければならないもう一

つの課題は,「 史料」 としての映画に関わる文書 ・談話の収集整理により,映 画との併用態

勢を整えることである。その場限 りの使命を映画に求めてきた永年の慣行から,そ の永続的

価値をふまえた,映 画理解に向けて文書を整理,蓄 積利用することの取 り組みには立ち遅れ
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がめだつ。映画の持つ豊富な情報伝達機能が十分発揮されるか否かは,製 作者およびスタッ

フの人と業,時 代背景,製 作過程,シ ナ リオ,他 の同類の作品との関係などに関する理解の

程度と深 さとに密接に関わる。

たとえば,両 者の出会いが日本における科学教材映画の幕明けとでもい うべ き作品(No.3

「雪」)が生 まれるきっかけとなった青地忠三氏(岡 本洋行 〈米国産映写機の輸入代理店〉活動

写真部社員,元 中学校教師)と 奥三代松氏(大 阪 ・岸和田小学校長,巡 回映画の創始者),

初めて自作の教材映画を用いて公開授業を行い,以 後20年 にわたりこつ こつ と良心的で優れ

た作品を作 り続けた太田仁吉氏(東 京市立芝赤羽小学校教師,の ち,演 出家),我 が国初の

体系的な教材映画(No.10「 小学校地理映画体系」)を 作 り,ま た,本 格的な学校向けフィ

ノセムライブラリーの創設 と育成に貢献した稲田達男氏(大 毎 ・東 日新聞社映画部),レ ンズ

を通 じて社会的,自 然的諸現象の本質を鋭 くとらえる姿勢を終始貫 き,多 くの傑出した作品

を残した石本統吉氏(芸 術映画社 ・日映製作者),大 都市中心の視聴覚の条件整備の展開傾

向の中にあって,早 くから地域 ぐるみの映画教育の実践 と普及に取 り組み,戦 後における全

国規模の飛躍への基盤を作った佐藤嘉市氏(新 潟県視聴覚教育係長),教 育映画製作者団体

の組織 と運営に当り,教 育現場の意向を映画製作に反映させるとともに,戦 後のきびしい条

件下にもかかわらず,自 主的に作品の水準向上 と安定供給に尽力した加納龍一氏(教 材映画

製作共同組合,日 映脚本家)お よび阿部慎一氏(教 育映画製作者連盟),教 育 ・文化 ・記

録映画の編集,構 成 とい う地味な,し かし作品の出来映えを左右する技法の改善に努め,か

つ有能な後継者の輩出に貢献した小山誠治氏(理 研科学映画,理 研映画)な ど,教 育関係映

画の発展にとって,そ の活動の軌跡が不可分の関係にある多 くの人々について調査研究を踏

まえることなしには,当 該映画の正当な評価 と利用はとうてい期し得ない。

映画は上映時間の観点から見るとき,そ れは有限な存在ではあるが,文 書 ・談話の発掘 と

併用によって,無 限に近い裾野をもつ存在となる。ここに至って,「 史料」 としての映画は,

その全き姿を現わすことになるのである。

附属資料:「 史料」 としての教育 関係映画一覧(1954年 まで)

〈 〉は,確 認ずみの所蔵先を示す

f一 原版ないしプリン ト,VTR翻 ビデオテープ,s一 シナリオ

1.r北 地 のナ ヌーク』(NANOOKOFTHENORTH)'22R.J.フ ラハ ーテ ィ(米

国)製 作。 きび しい 自然環境 の中か ら生みだ されたエスキ モーの生活 の知恵の数 々(カ

イヤ ック舟,セ イウチ狩 り,キ ツネ狩 り,イ グル ー作 り,オ ッ トセイ狩 り)を 描 く。父

親か ら子供への技術伝達 のほほえ ましい シーンが見 られ る。<米 国国立公文書館f,宮

城県視聴 覚 ライブ ラ リーf,阪 大VTR>



266

2.rEDUCATION』'22(大11)ご ろ 外務省製作?,日 本の教育事情を海外に紹介す

ることを目的に製作されたものと見られる(無 声 ・英文字幕解説)。 幼稚園,小 学校,

中学校,高 等女学校の授業や課外活動の様子が克明に描かれている。大正期 「新教育」

の影響と見られる実践も随所 に認 め られ る。 〈国立近代美術館 フィルムセンターf,

阪大VTR>

3.『雪』'23(大12)横 浜シネマ商会製作,青 地忠三(岡 本洋行活動映画部,元 中学校

教師 〈東京高等師範学校英語科卒〉)脚本,監 修(無 声)。 我が国における最初の科学映画。

教育と趣味の短編映画シリーズ 「アテナ ・ライブラリー」 の第1作 で,'35年 にいたる

まで70編 が製作される。

4.『 こどもの育てかた』'25(大14)文 部省企画,東 京シネマ商会製作(無 声)。 社会

教育用 として,こ のほか 『故郷の うた』など21種44巻 を横浜シネマ商会,岡 本洋行,藤

原商会など教育映画業者(当 時82社)に 委託製作するとともに,各 社の作品中,内 容,

形式のす ぐれたものを 「推薦」す る。

5.『壺』'26(大15)文 部省企画,東 京シネマ商会製作,山 本早苗作画(無 声)。 アラ

ビアンナイ トの一節を教訓風に脚色した文部省企画最初の動画。 〈国立近代美術館フィ

ルムセンターf>

6.『剣岳』'27(昭2)文 部省企画,自 主製作第一回作品,白 井茂 ・藪下泰次撮影(無

声)。 富山県千垣駅か ら登頂までの過程を撮影。以後,'38-39(昭13-14)年 まで文部省

内に現像編集施設を完備し,自 前のスタッフによる映画製作が盛んに行われる。 『忠吉

は帰った』'29(昭4),『 隅田川』'31(昭6),r満 洲』'32(昭7)な ど。 〈国立近代

美術館フィルムセンターf>

7.『 かえる』'32(昭7)横 浜シネマ商 会 製作,太 田仁吉(東 京市立赤羽小学校教諭

〈北海道師範学校卒〉)製作,長 谷川和男(四 谷第三小学校教諭)脚 本(無 声)。 教師に よ

り製作された初めての本格的理科教材映画。 この頃日本に紹介された ドイツ ・ウーファ

ー社やエンサイクロペディア ・ブリタニカ社の優れた科学映画に啓発される。映画教育

研究大会(全 日本活映教育研究会 〈'29年創立〉主催,5.6-8)で,同 フィルムにより,映

画利用学習の公開授業が行われる。

8.『 非常時日本』'33(昭8)大 阪毎日新聞社活映部製作,池 田永造ほか編集,陸 軍省

協力。荒木貞夫陸相の演説を背景に満蒙の重要性を強調。寸劇やニュースフィルムを挿

入し,変 化をもたせている。劇場公開用の長編。 〈国立近代美術館フィルムセンターf,

米国国立公文書館f,阪 大VTR>

9.『海の生命線』'33(昭8)横 浜シネマ商会製作,佐 伯永輔撮影,青 地忠三編集解説,

海軍省指導。南太平洋諸島の気候,風 土をつぶさに追い,我 が国における初;期の本格的

な記録映画であるが,来 たるべ き米英との軋礫に備えて,国 防上の意義を説き 「国民必

見の国策映画」 として編集,構 成がなされている。 劇場でひろく一般に公 開 された。

〈国立近代美術館 フィルムセンターf>

10.r北 海道地方』'34(昭9)東 京 日日新聞社(稲 田達雄)企 画 ・製作。初めて系統的

な企画,製 作がなされた教材映画 「小学校地理映画体系」の第1作 。既存の各種短編フ

ィルムを選択改編ないし補足 して教材用にまとめたもので,翌 年にかけて全13編15巻
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を完成。大毎 ・東 日フィルムライブラリー('27年 創立)に 組み入れ られ,同 ライブラリ

ーを巡回方式で利用 していた全国850校 で授業に活用される。

11.「冬の芽』,'34(昭9)十 字屋映画部(倉 田繁太郎 ・配島央二)製 作,太 田仁吉演出,

鈴木喜代治撮影。 『塩のはなし』,『 蝉の一生』(別 掲),『 珪草土地帯』(別 掲)な ど,
'41(昭16)年 まで52本製作 された同部による理科教材映画シリーズの第1作 。学術上の

成果をふまえた周到な事前調査 と丹念な撮影,す ぐれたチームワーク,微 速度撮影の導

入 と改善など,同 シリーズの製作を通じて科学映画製作の基礎が確立される。

12.『 お山の大将』'35(昭10)電 通活動写真部製作。全 日本映画教育研究会(全 日本活

映教育研究会を改組して'34年 発足)お よび大毎 ・東 日学校巡回映画連盟(大 毎 ・東 日

ライブラリーの利用校で組織,加 盟850校)に より企画推進 された児童劇映画の計画的製

作と利用 に 関す るプロジェク トに基 く第1回 作品。'42年 までに,『 非常 ラッパ』'36

(昭11電 通活動写真部製作),『 級友の心配』'37(昭12深 田商会映画部),rわ ん公

日記』'38(昭13電 通活動写真部製作),『 虎ちゃん の 日記』'39(昭14富 士スタジ

オ),rた のしきカンペイ君』'39(昭14同)な ど13作品が製作される。<国 立近代美

術館フィルムセンターf>

13.r黒 い太陽』'36(昭11)朝 日新聞社製作,三 木茂 ・林 田重雄撮影。'36(昭11)年

6月,北 海道における皆既日食を新開発の装置を用いて撮影した学術記録映画。 〈国立

近代美術館 フィルムセンターf,岩 手県視聴覚ライブラリーf>

14.r蝉 の一生』'36(昭11)十 字屋映画部(倉 田繁太郎 ・配島央二)製 作,太 田仁吉演

出,鈴 木喜代治撮影。自然界をよく見つめ,真 なるもの,現 実的なものをカメラを通し

て克明に表現 し,児 童の科学心の啓培を期した 「理科映画体系」の秀作(第7作)。 数

年の準備を経てわずか1週 間の地上生活で命を終えるせみの姿を淡々と,し かし深い愛

情をこめて描 く。 〈国立近代美術館 フィルムセンターf,阪 大VTR>

15.r意 志の勝利』(TRIUMPHDESWILLENS)'36ド イツ,L.リ ーフェンシュタ

ール製作。'34年9月,ニ ュールンベルグで開かれたナチの党大会の模様 をつぶさに記

録。膨大な人的物的資材を投入し,撮 影技術の巧妙さ,群 衆のスペ クタクルや音楽効果

により,ヒ トラーの偉大さを強調することを意図。 「能面」の集団による行進が延々と

続 くわ りには,い ったいこの会議で何が決ったのか,さ だかでない。 〈L.リ ーフェン

シュタール ・プロダクションf,米 国国立公文書館f,阪 大VTR>

16.r現 代 日本』'37(昭12)東 亜発声ニュース映画製作所製作,藤 田嗣治 ・鈴木重告製

作,山 田耕搾作曲。子供,婦 人,国 防,産 業,田 園,都 会,教 育,ス ポーツなど9項 目

を10巻 に分け製作した日本の海外紹介映画。

17.『風の中の子供』'37(昭12)松 竹製作,坪 田譲治原作,清 水宏監督。東海地方の自

然を背景にのびのびと生きる子供たちの生活を描 く。自然の中で展開される子供の遊び

の世界,友 達間 ・兄弟相互 ・父 と子 ・母 と子の心情描写にす ぐれている。ベス トテン第

4位 。 〈国立近代美術館フィルムセンターf>

18.『 日本の瞥見』'37(昭12)東 宝文化映画部製作,国 際観光協会企画提供,河 合武演

出,川 口政一撮影。外国向けの日本紹介映画。英文字幕,英 語解説。学校,皇 居,す も

う,カ ブキ,子 守 うた,お てだま,地 引き網,石 垣いちご,裁 縫など当時における都会
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や農山村の生活と風景がこと細かに記録されている。 〈国立近代美術館 フィルムセンタ

ーf ,阪 大VTR>

19.r学 校の子供たち』(CHILDRENATSCHOOL)'37英 国,B.ラ イ ト製作。英

国における初期の ドキュメンタ リー映画の秀作。ますます広が りを見せる階層間の教育

の質的格差を国家発展の障害 として問題視し,そ の是正のため全面的な教育制度の刷新

を訴える。 〈米国国立公文書館f>

20.『 世紀の翼』'38(昭13)朝 日映画社製作,小 川左一郎指導,勝 村正撮影,鈴 木重吉

編集。東京帝大航空研究所が7年 の歳月をかけて製作 した日本の航空機の歴史に関す る

記録映画。

21.『 上海』'38(昭13)東 宝文化映画部製作,亀 井文夫編集,三 木茂撮影。占領後の上

海 と日本軍の宣撫工作を現地同時録音で描写。意気あがる軍幹部 と静まりかえ り悲壮感

のただよう戦場が際立った対照をみせる。 以下,続 編として 『南京』,『北京』あ り。

<国立近代美術館 フィルムセンターf>

、22.『社会の宝』'38(昭13)芸 術映画製作,石 本統吉監督,井 上莞撮影。人間生活の現

実をふまえ,生 活感覚を重視す るす ぐれた作品を生み出した芸術映画社('35年 創立)の

初期の作品。'社会から疎外されたところで,子 供たちはどう生きているかを衝 く。

23.『 少年工作クラブ』'38(昭13)芸 術映画社製作,八 木仁平構成 ・撮影。 「月刊文化

ニュース」の第1輯 で,少 年機械工の生活の実態を紹介。

.24.『 綴方教室』'38(昭13)東 宝,豊 田正子原作,山 本嘉次監督。大正時代から引き継

がれた生活綴方運動の中か ら生まれた一小学生の作文をもとに,貧 しいブリキ職人一家

と隣近所の人達 との日常生活をセミドキュメンタ リータヅチで描 くq出 演:高 峰秀子ほ

か。ベス トテン第5位 。 〈国立近代美術館フィルムセンターf,広 島市映像文化 ライブ

ラリーf,阪 大VTR>
'25.『螢の光』'38(昭13)松 竹(大 船)作 品,斎 藤良輔 ・荒田正男脚色,佐 々木康監督。

〈国立近代美術館フィルムセンターf>

26.『太陽の子』'38(昭13)東 京発声作品 ・東宝配給,真 船豊原作,八 木保太郎脚色,

阿部豊監督。 〈国立近代美術館 フィルムセンターf>

27.『 路傍の石』'38(昭13)日 活作品,山 本有三原作,荒 牧芳郎脚色,田 坂具隆監督。

〈国立近代美術館 フィルムセンターf,阪 大VTR>

28.「 雪の結晶』'39(昭14)東 宝文化映画部製作,吉 野馨治演出 ・撮影,北 大教授中谷

宇吉郎指導。雪の結晶の気象学的研究過程を解説。「天から送られた手紙」であ り,「人

間の顔と同じように多種多様な表情をもつ」雪の結晶がいかなる条件の下で形成される

かを実証する。微速度撮:影による生成の過程が印象的である。シカゴの太平洋学術会議

で世界の水準を凌 ぐす ぐれた科学映画として賞讃を うける。<日 映新社,国 立近代美術

館 フィルムセンターf,阪 大VTR>

29.r雪 国』'39(昭14)芸 術映画社製作,石 本統吉監督,橋 本龍雄 ・井上莞ほか撮影。

山形県新庄の農村を3年 にわ牟 り追跡記録 し,容 赦な く襲 う雪の暴威に対し,人 々が果

敢に,し かしさりげな く対応 し共存してい く姿を追 う。文部大臣賞。 〈青銅プロf,国

立近代美術館 フィルムセンタrf,阪 大VTR,加 納竜一s>
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30.『子供の四季』'39(昭14)松 竹作品(大 船),坪 田譲治原作,清 水宏脚色 ・監督。

春夏編,秋 冬編各9巻 。当時の子供の世界 と行動が,四 季折々の風景の変化 とともにあ

ざやかにとらえ られている。 〈国立近代美術館:7イ ルムセンターf>

31.『沼津兵学校』'39(昭14)東 宝映画作品,片 桐勝男原作 ・脚色,今 井正脚色。<国

立近代美術館フィルムセンターf,阪 大VTR>

32.r医 者のいない村』'40(昭15)東 宝映画文化映画部製作,伊 東寿恵男演出,白 井茂

撮影。岩手県の無医村の実態をつぶさに追い,国 民保健上の問題点を明 らか にす る。

「文化映画」に対する検閲が始 まり,同 作品のようなものでも,内 容が暗すぎるとして

クレームがつけ られた。 」

33.『伊那節』'40(昭15)東 宝文化映画部製作,亀 井文夫演出,白 井茂撮影。伊那地方

でうたい伝えられてきている民謡の由来を分析することを通 じて,江 戸時代における信

濃の農民の生活を社会史的,文 化史的視点で描 く。歴史的事象を風土記の形式で追 った

シリーズもの(信 濃風土記 〈小林一茶,町 と農村〉)の一作。 〈加納竜一s>

34.『豊野村』'40(昭15)朝 日映画社製作,木 村次郎構成 ・監督,田 中武治撮影。農繁

期における共同作業,共 同炊事,託 児所経営などによる 「合理的実践組織」として,国

民精神総動員本部から表彰を受けた熊本県の同村を紹介。食:料増産のための農村指導映

画。文部省推薦。

35.r娘 々廟会』'40(昭15)満 鉄映画製作所製作,藤 井静撮影,芥 川光蔵編集。中国 ・

迷鎮山の恒例の祭に,待 ち兼ねたように着飾って詣でる老幼男女の素朴な信仰とひとと

きのやす らぎの表情に,民 族の置かれた立場と苦悩を読みとることができる。 〈満鉄会

f,阪 大VTR>

、36.『製炭部隊』'40(昭15)芸 術映画社製作,国 民精神総動員中央連盟企画,坪 内英二

監督 ・・撮影。豪雪やなだれの危険とたたかいながら木炭増産に励む東北の青年や応援の

学生たちの生活 と意見。

37.『 或`日の干潟』'40(昭15)理 研科学映画製作,下 村兼史演出,佐 野時雄撮:影。九州

有明海などに2年 がか りのロケをし,干 潟に生息する生き物の生態を克明に記録。スタ

ッフの飽 くなき探究心 と一途な熱意が画面を通 して感 じとることができ,新 鮮な感動を

呼び起 こす。同年度の各種優秀映画賞を うける。 〈理研映画社f,国 立近代美術館フィ

ルムセンターf,神 奈川県視聴覚センターf,阪 大VTR>

38.『村の保育所』'40(昭15)理 研科学映画製作,厚 生省指導,安 積幸二監督,石 川東

橘撮影。農繁期における乳幼児の悲惨な境遇の実態をふまえ,保 育所の必要 とその設置

経営の在 り方,乳 幼児の生活指導におけるその意義を提示。 〈国立近代美術館フィルム

センターf,阪 大VTR>

39.r皇 道 日本』'40(昭15)東 宝国策映画協会製作,三 浦耕作原作および解説,円 谷英

二撮影。朗詠や雅楽,各 地の史跡名勝を背景に,皇 統史を説 く。 〈国立近代美術館フィ

ルムセンターf,米 国国立公文書館f,阪 大VTR>

40.『 ともだち』'40(昭15)、 大 日本文化映画製作所製作,朝 鮮鉄道局の委託作品,清 水

宏監督。現地の風物を背景に,日 ・鮮少年の交流を描 く。児童劇。 〈国立近代美術館フ

ィルムセンターf>
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41.「 風の又三郎』'40(昭15)日 活製作,宮 沢賢治原作,永 見隆三 ・小池慎太郎脚色,

島耕二監督。ベス トテン第3位 。出演:片 山明彦,星 野和正ほか。<国 立近代美術館フ

ィルムセンターf,阪 大VTR>

42.『 あひる陸戦隊』'40(昭15)芸 術映画社製作,瀬 尾光世演出 ・撮影。文部省提供の

長編アニメ映画。動画の世界にも戦時色が濃厚になる。 〈国立近代美術館フィルムセン

ターf>

43.『 みんな働け』'40(昭15)大 毎 ・東 日新聞社製作,日 本産業振興会企画,清 輔彰構

成,笹 原松三郎 ・稲垣浩邦撮影。戦時下の増産奨励,戦 力増強を推進,宣 伝。衛生工場

における高等女学校生徒の生産活動,中 等学校生徒の援農,女 性の機械工 ・線路工への

進出,子 供の奉仕作業など。 〈国立近代美術館フィルムセンターf>

44.『 子供たちは学ぽなけれならない』(THECHILDRENMUSTLEARN)'40(昭

15)米 国,W.V.ダ イク製作。貧困,疾 病,文 盲のどん底にしずむ南部の山岳地帯に

おいて進められている地域教育計画がもたらす効果について追 う。 〈米国国立公文書館

f>

45.『 いよいよ始まった国民学校』 「日本ニュース」No.43'41(昭16).4.1日 本映画社。

「ナチの例にならい」国民学校 と改組改称した東京の小学校の授業風景(1年,算 数)

を紹介。 〈日映新社f,NHKf,阪 大VTR>

46.『 少年拓士の日記』'41(昭16)満 鉄映画製作所製作,山 口武三撮影。満蒙開拓義勇

隊の現地における一日の訓練生活を紹介し,全 国の青少年に,少 年拓士 となり皇国のた

めに満州の士 となる覚悟で移住に応募せよ,と 呼び掛け。 〈国立近代美術館フィルムセ

ンターf,阪 大VTR>

47.『 ニュース映画発達史 躍進のあと』'41(昭16)朝 日新聞社,朝 日映画社製作,大

内秀邦構成。No.330を もって終了した 「朝日世界ニュース」の主要場面を中心に各種

フィルムにより構成。 〈朝 日放送f,国 立近代美術館 フィルムセンターf>

48.『 村の学校図書館』'41(昭16)東 宝文化映画部製作,教 育科学研究会後援,萩 原耐

演出,玉 井正夫撮影。青少年の読書熱が学校図書館の設置と充実を促した事例を紹介。

同文化部作品の秀作 リス ト(い ずれも別掲);『 小林一茶』'41(昭16)ベ ス トテン第6

位,『 富士の地質』'41(昭16)ベ ス トテン第4位,『 土に生きる』'41(昭16)ベ ス ト

テン第3位 。同研究会の後援作品には,こ の他に 『子 どもに遊び場を』,『入学式 まで』

の2作 品あり。

49.『鵜匠』'41(昭16)松 竹大船文化映画製作所製作,松 村清四郎監督。長良川の鵜飼

を鵜匠の立場から描き,伝 統の尊さと厳しさに迫る。文部大臣賞,ベ ス トテン第7位 。

<国立近代美術館フィルムセンターf,香 川県視聴覚 ライブラリーf>

50.『 科学する心』'41(昭16)理 研科学映画製作,文 部大臣橋田邦彦原案,杉 靖三郎監

修,中 川順夫演出,福 田寅次郎撮影。電気文化の発達の過程を例に,「 科学する心の溺

養」を説 く。橋田文相自身も出演。

51.r島 』'41(昭16)理 研科学映画製作,下 村兼史演出,佐 野時雄撮影。伊豆の御蔵島

特有のきびしい自然条件の中で,ひ たむきに生きぬ く住民や鳥獣の生活を記録。文部大

臣賞,ベ ス トテン第2位 。 〈阪大s>
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52.『 空の少年兵』'41(昭16)芸 術映画社製作,海 軍省後援,西 川清構成,井 上莞演出 ・

撮影。海軍予科練習生の入隊か ら卒業 までの訓練生活を地上鍛錬編,雄i飛 編の二部にわ

けて描 く。この映画を見て多 くの少年が予科練を志願 した といわれる。ベス トテン第1

位,文 部大臣賞。<青 銅プロf,国 立近代美術館 フィルムセンターf,阪 大VTR>

53.『 興亜青年勤労報国隊』'41(昭16)文 部省製作。茨城県内原において,志 願者(初

年度18道 府県,2223人,以 後,年 間約1万 人)の 農村青年 と学徒が1週 間の軍隊式訓練

をへて満洲各地に送 りこまれ,軍 務の後方支援や開拓助力作業に従事する様子を紹介。

〈国立近代美術館フィルムセンターf,阪 大VTR>

54.『 或る保母の記録』'41(昭16)芸 術映画社製作,厚 木たか脚本,水 木荘也演出,橋

本龍雄撮影。東京の工場 と商店に囲まれた保育所にカメラを据え,保 母,園 児,母 親の

生活 とそれを取 り巻 く社会環境を記録。現実をあるがままにとらえようとするスタヅフ

の努力が,み ごとに結実している。ベス トテン第5位 。 〈青銅プロf,国 立近代美術館

フィルムセンターf,阪 大VTR>

55.『 村の学校』'41(昭16)横 浜シネマ製作,上 野耕造脚本 ・演出,北 村幸次郎撮影。

滋賀県蒲生郡島小学校が15年 来実施してきた労作教育,郷 土教育の実際を紹介し,学 校

がその実践を通じて地域文化の建設に貢献しているようすが描かれる。

56.『土に生きる』'41(昭16)東 宝文化映画部製作,三 木茂演出 ・撮影,徳 川無声解説。

秋田県南秋田郡において,米 作に励む農民の生活と風俗を克明に追 う。ベス トテン第3

位。 〈国立近代美術館 フィルムセンターf>

57.『富士の地質』'41(昭16)東 宝文化映画部製作,亀 井文夫脚本,秋 元憲演出,八 木

仁平撮影,徳 川無声解説。富士 の地質,地 形の絶えざる変化を追い,美 しいその姿もや

がて変化を余儀な くされる自然界の摂理を説 く。神秘的な,観 念的な富士の描写に終始

してきた従来の視点と異にし,「 科学す る心」の 本質 にせ まる。ベス トテン第4位 。

〈国立近代美術館 フィルムセンターf

58.『 小林一茶』'41(昭16)東 宝文化映画部製作,亀 井文夫演出,白 井茂撮影,徳 川無

声解説。 「信濃では月に仏におらが蕎麦」に象徴される信濃の風物 と一茶の生涯を重ね

あわせながら,彼 の句にもりこまれた社会風刺,環 境描写 と現実の風俗,産 業を比喩的

に映像化。月光の下に冴えざえと広がる段々畑や霜害で悲嘆に くれる農民の表情など,

迫真のカメラワークが展開され る。ベス トテン第6位 。 〈日映新社f,国 立近代美術館

フィルムセンターf,阪 大VTR>

59.『 馬』'41(昭16)東 宝作品/写 真化学研究所 〈PCL>製 作(黒 澤明),山 本嘉次郎脚

本 ・演出。出演:高 峰秀子,藤 原鶏太ほか。戦後,短 縮版が学校向移動映写用として製

作される。 〈国立近代美術館フィルムセンターf>

60.『 次郎物語』'41(昭16)日 活製作,下 村湖人原作,館 岡謙之助脚色,島 耕二監督。

〈国立近代美術館 フィルムセンターf,広 島市映像文化ライブラリーf,阪 大VTR>

61.r学 制頒布70周 年記念式典』 「日本 ニ ュース」No.126'42(昭17).11.2日 本映画

社。10月30日 東京帝大安田講堂で行われた式典の模様。天皇の祝辞を代読す る橋 田邦彦

文相,祝 辞を述べる東条英樹首相,東 京音楽学校生徒の祝歌合唱など。 〈日映新社f,

NHKf,阪 大VTR>



272

162
.『 勝 利 の基礎』'42(昭17)理 研 科学映画製作,海 軍省軍務 局指導,中 川順夫 脚本 ・

演出,日 下雅夫ほか撮影。海軍兵学校(江 田島)の 歴史,訓 練方針 と3年6ケ 月間の訓

練の実際を紹介。文部大臣賞。 〈理研映画社f,国 立近代美術館 フ ィル ムセ ンタ ーf,

阪 大VTR>

63.『 マ レー戦記 ・進撃 の記録』'42(昭17)日 本 映画社製 作,飯 田心美構成。 マ レー,

シ ンガポ ール攻略 の記録映画。優秀文化映画 ベス ト1,文 部大 臣賞。 〈日映新社f,国

立近代美術館 フ ィル ムセンターf>

64.「 空 の神兵』'42(昭17)日 本 映画社製作,渡 辺義美演 出,川 口和 男 ・福 田三郎撮影。

陸軍落下傘部隊の訓練状況 の記録映画。 同年 の海軍落下傘部隊 に よるセ レベス奇 襲に よ

り注 目され,流 行語 とな り同名 の主題歌 を 生 ん だ。 ベス トテ ン第2位,文 部大 臣賞。

<日 映新社f,国 立近代美術館 フ ィル ムセンターf>

65.『 空 まもる少年兵』'42(昭17)新 世 紀映画製作所製作,渡 辺孝演 出 ・撮影。陸軍 防

空学校(千 葉)生 徒の訓練状況 を記録。<国 立近代美術館 フィルムセ ンターf>

66.『 隣…組記』'42(昭17)日 本 映画社製作,多 湖 隆演 出,川 口和 男撮:影。東 京のモデル

隣…組の生活状況を描 く。 〈加納龍一s>

67.『 東 洋の凱歌』'42(昭17)日 本 映画社 製作,比 島派遣軍報 道部 指導,今 日出海進行,

沢 村勉構成,都 築嘉橘 ・入沢良平ほか撮:影。バ ターン,コ レヒ ドール攻 略の記録 映画。

ベス トテ ン第4位 。 〈日映新社f,国 立近代美術館 フィル ムセ ンターf,米 国国立公文

書館f,阪 大VTR>

68.『 慈 悲心鳥』'42(昭17)理 研 科学映 画社 製作,下 村兼 史演出,佐 野 時雄撮影。宿借

り産卵 とい う不思議 な習性 を もつ慈悲心 鳥の,雛 か ら成鳥 までの生活を追跡。 目の見え

ない慈悲心 鳥の雛 が他の卵や雛 を追い落す よ うすや仮親が 自分 よりはるかに大 きい慈悲

心鳥 の雛を懸命に育て るさまを とらえ,卵 を 自力でかえす能力を失 った鳥 と巣を独 占し

た雛を 自分の子 と信 じて育 てる鳥の悲 しい習 性を淡 々と描 写す る。ベ ス トテン第3位 。

〈国立近代美術館 フ ィル ムセン ターf,阪 大VTR>

69.r珪 藻 土地帯』'42(昭17)十 字 屋文 化映 画部 製作,小 畑長蔵構 成,坂 斉小一郎ほか

撮影。能登半 島の一部落 が,地 元の土 か ら保温煉瓦 の開発に 目覚め るまでの経過を追 う。

〈国立近代美術館 フィルム セ ンターf,阪 大VTR>

70.r学 徒 出陣』 「日本 ニ ュース」No.177'43(昭18).10.27日 本 映画社。10月21日,神

宮外苑競技場 で行われ た文 化系 学徒 の出陣壮行会 の模様。後掲(No.76)の 文 部省製作

の もの と同じ ラッシ ュフィルムを用 いているが,そ れ よ りお よそ半分に縮小 され てい る。

た だし,泥 をはね あげた学徒 の後ろ姿の ア ップシ ーンは文部省版にはない。 〈日映新社

f,NHKf,阪 大VTR>

71.r桃 太 郎 の海鷲』'43(昭18)芸 術映 画社 製作,海 軍 省報道部企画,瀬 尾光世演 出。

日本最初 の長編動 画,全5巻 。 昔話 を真珠湾攻撃に模 して構成,年 少者 の愛 国心 高揚 を

意図。 ベス トテ ン第3位 。<国 立近代美術館 フ ィル ムセンターf>

72.『 ニ ッポ ンバ ンザイ』'43(昭18)朝 日映画社製作,米 山忠雄原案,三 上 良二構i成。

ニュース映画 フ ィル ム,漫 画,影 絵 を 用 い て 「大東亜戦争 の必然 と大共栄圏建設 の意

i義」を強調 し,国 民の戦意高揚を期す。 〈朝 日放送f,国 立近代美術館 フィル ムセ ンタ
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一f>

73.『 法隆寺』'43(昭18)日 本映画社製作,文 部省提供,加 納龍一企画,下 村健二演出,

吉野馨治撮影。歴史と現状をとらえ,静 かな流動の中に感動的な精神美をうたいあげる。
'49年
,金 堂が焼損し,往 年の壁画に関する貴重な記録となった。 ベス トテン第3位 。

〈日映新社f,国 立近代美術館フィルムセンタrf,岩 手県視聴覚 ライブラリーf,加

納龍一s>

74.『 東大寺』'43(昭18)横 浜シネマ商会製作,文 部省企画,青 地忠三構成,上 野行清

ほか撮影。奈良東大寺の全貌を歴史的,建 築的立場か ら解説。

75.『 学徒出陣』'43(昭18)文 部省製作,林 田重夫ほか撮影。10.21,東 京神宮外苑で

75校,数 万の学徒が参加して行われた壮:行大会の模様の記録。 〈国立近代美術館フィル

ムセンターf,阪 大VTR>

76.『 戦争への序曲』(PRELUDETOWAR)'43米 国,F.キ ャプラ製作。陸軍省企

画の 「われらは何故戦 うのか」(WHYWEFIGHT)シ リーズの第:1回 作品。 内外

の記録フィルムを駆使して新たな ドキュメンタ リーの領域を開 く。 ヨーロッパにおける

ドイツ,東 洋における日本の動きが米国 と世界の平和におよぼす影響をふまえ,早 急な

対応の必要を強調。 〈米国国立公文書館f,阪 大VTR>

77.「 学童の集団疎開始まる』 「日本ニュース」No.213'44(昭19).6.29日 本映画社。

13都市の学童疎開が始まり,東 京中野区の第一陣125名 の学童が山梨県に向う。<日 映

新社f,NHKf,阪 大VTR>

78.『 疎開』'44(昭19)電 通映画社製作,防 空総本部指導,藤 木正治脚本。本土空襲の

激化に伴い,疎 開の目的,方 法を実態を踏まえて解説。 〈国立近代美術館フィルムセン

ターf>

79.r戦 ふ少国民』'44(昭19)電 通映画社製作,西 尾佳雄演出,軍 事保護院提供。学校

において作られ戦地に送られる慰問袋が,い かに 「後方支援」の役割を果たしているか

を説 き,喜 ばれる慰問袋の作 りかたを例示。 「一呼一吸 天皇陛下のため」の合言葉が

繰 り返される。 〈国立近代美術館フィルムセンターf,阪 大VTR>

80.r爆 風と断片』'44(昭19)理 研科学映画製作,佐 々木富美男演出。爆弾の破壊力,

爆風による圧力,防 空壕の性能などを実験によって示す。頻発する空襲に,国 民必見映

画として緊急に製作 された。 文部大臣賞 〈国立近代美術館 フィルムセンターf,阪 大

VTR>

81.r高 等商船学校』'44(昭19)電 通映画社製作,田 崎浩一演出。戦時再編により清水

に統合された高等商船学校の教育訓練と生活を描 く。 〈国立近代美術館フィルムセンタ

ーf ,阪 大VTR>

82.『学園から大空へ』'44(昭19)朝 日映画社製作,井 上莞演出。学徒出陣で入隊した

海軍予備学生の訓練用。 トレーニングフィルムの活用により練習機の不足に対処し,養

成の促進を期 した。<国 立近代美術館フィルムセンターf>

83.『 決戦の海へ』'44(昭19)朝 日映画社製作,若 山一夫脚本。海員養成所生徒の養成

訓練用。

84.r陸 鷲誕生』'44(昭19)朝 日映画社製作,村 山英治脚本。陸軍飛行学校生徒の養成
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訓練用。

85.r汝 の敵 ・日本 を知 れ』(KNOWYOURENEMY:JAPAN)'44F.キ ャ プラ

(米)製 作。第 二次 世界大戦 における アメ リカの立 場を兵 員 と国民一般 に知 らせる こと

を 目的 として,米 国政府 が企 画 した 「われ らは何故戦 うのか」シ リーズ第10作 。 日本人

の行動様式 の形 成におけ る,天 皇,神 道,教 育,軍 隊な どの役割を分析 し平易に解説す

る。 同様に,ド イ ツ向け にはrこ れが ドイ ツだ』(HEREISGERMANY:'44年,

シ リーズNo.11)を 製 作 してい る。 〈米国 国立公文書館f,阪 大VTR>

86.r教 室 工場』'45(昭20)理 研 科学映画 製作,山 口順 弘演 出,岡 野 信一 撮影。軍 事工

場化 された 国民学校 における生産活動 と動 員 された学徒 や児童の生活を追 う。

87.『 私 たちは こんなに働 いてい る』'45(昭20)朝 日映 画社 製作,厚 木たか脚本,水 木

荘 也演 出,小 西 昌三撮影。海軍衣料廠 に働 く女子挺 身隊員の活動ぶ りを伝 え,「 わ た し

たちは こんなに働 いてい るのになぜサ イパ ンは陥ちたのか」 とナ レーシ ョンが語 りかけ

る。敗戦 の一月前 に公 開 され た。 〈朝 日放 送f,国 立近代美 術館 フィルムセ ンターf>

88.r日 本 の教育制度』(THEEDUCATIONALSYSTEMOFJAPAN)'45米 国

政府,日 本 の学校制度 お よび児童 生徒 の生活 を紹 介 し,ナ シ ョナ リズ ムの・昂揚に果 た し

た学校制度 の役割 と問題 を解 説す る。 日本へ派遣す る教 育担 当軍 政要 員の研修用教 材 と

して製作 された。豊富 な フィルムス トックを駆使 し,ほ とん ど日本製映画か らの映像に

より構i成 している。<米 国国立公文書館f,阪 大VTR>

89.rサ ン ピエ トロの戦 い』(THEBATTLEOFSANPIETRO)'45米 国,T.ヒ

ュース トン製 作,陸 軍 省の委託製 作。 イ タ リア北部 の小都市の攻 防戦を記録。近代消耗

戦 のむなし さがに じみ出,住 民の立場 を配慮 した カメラアングルに軍部が不快感を示 し

公 開がお くれ る。 〈米国国立 公文 書館f,阪 大VTR>

90.rそ こに光を』(LETTHEREBELIGHT)'45米 国,T.ヒ ュ ース トン製作,陸

軍 の委託製 作。戦争 に よ り誘 発 された ノイローゼに悩む兵士を追跡記録 し,彼 らが ご く

普 通の人物 であ ることを雇い主な どに納得 させ,除 隊後 の職場復帰を容易 ならしめ るた

めの資料 とす ることで企画 されたが,戦 争が将来あ る若人たちに耐え きれない過労 と癒

す ことので きない心 の傷を もた らす ものであ ることがはか らず も裏づけ られ,一 般公開

を取 り止め。 〈米国国立 公文書館f,阪 大VTR>

91.r焼 け跡 の青空教室』 「日本 ニュース」No.263'45(昭20).12.27日 本 映画社。 戦

災に よる被 災学 校は,3000校,焼 失面積270万 坪 に及んだ。9月1日 か ら授業開始 の東

京 品川 の立会国民学 校で校庭 に机 といすを並べて授業を した り,校 庭 に座 りこんで授業

を受け る裸足の子供 たち。<日 映新社f,NHKf,阪 大VTR>

92.『 ア メ リカ教育使節団来朝』 「日本 ニュース」戦後編No.10'46(昭21).3.21日 本

映 画社。3月5-6日,一 行27名 来 日。 関係者を前に 「個人 の権利 と公民権 は,教 育 の

力に よって高め られ ると信 じます 」 と演説す るス トダー ド団長。 〈日映新社f,NHK

f,阪 大VTR>

93.『 あ なたの議会』'46(昭21)理 研 映画製作,菅 沼完二演 出,広 川朝次郎撮:影。戦後

初の総選 挙('46.4.20実 施)に 対す る啓 発映画。 婦人参政 の意義 と新生 日本 の帰趨をめ

ぐる国会の重要性を強調。<国 立近代美術館 フ ィル ムセンターf,阪 大VTR>
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94.『君たちは喋ることが出来る』'46(昭21)朝 日映画社製作,浅 野辰男演出,水 野勝

太郎撮影。言論の自由を得た民主 日本において,自 由と正義のためにいかに表現すべき

かを説 く。 〈国立近代美術館フィルムセンターf>

95.r学 校始まる』 「日本ニュース」戦後編No.65'47(昭22).4.8日 本映画社。新学制

(6-3制)の 第1回 入学児童の登校 と学校生活。 お母さんに連れられて学校の石段を

登る新入生,先 生の鳴らす鐘を合図に校庭に集る新入生,国 語の教科書(「 みんないい

こ おはなをかざる みんないいこ」を受け取 り,パ ラパラと開いてみる新入生。 〈日

映新社f,NHKf,阪 大VTR>

96.『 こども議会』'47(昭22)東 宝教育映画部(米 山彊)製 作,:丸 山章治演出,完 倉泰

一撮影。雨具がな くて欠席者が続出す る問題を,東 京 ・四谷第六小学校の児童たちが自

主的に解決してい く過程を追 う。 「闇市」や 「マル公」などの言葉が交錯 し,こ どもの

世界にも世相のきびしさがにじみでている。文部大臣賞。 〈日映新社f,国 立近代美術

館 フィルムセンターf,阪 大f/VTR>

97.『捨て猫 トラちゃん』'47(昭22)東 宝教育映画部/日 本動画(井 関輝雄)製 作,政

岡憲三演出,佐 伯孝夫作詞,服 部正作曲。捨て猫を介抱する母親にすねて家出する小ね

こが,い ろいろな危難にあい我家に帰るまでをオペ レッタ形式で描 く。孤児 と母子家庭

という世相を反映する舞台を設定。 〈日映新社f,国 立近代美術館フィルムセンターf,

阪大f/VTR>

98.rム クの木の話』'47(昭22)東 宝教育映画部(湯 原甫)製 作,丸 山章治作 ・演出,

早坂文雄音楽。老樹をめ ぐる秋から冬への季節の厳しい変化を,撮 影 と音楽との美しい

調和の下で描いたシネポエム。暗 くてつらい時代から戦後の期待 と希望へ推移を象徴し

ている。 〈日映新社f,国 立近代美術館フィルムセンターf,阪 大VTR>

99.「 ちどり』'47(昭22)東 宝教育映画部(浅 原甫)製 作,下 村兼史演出,浦 島進撮影。

河原で親鳥が卵をかえす までの過程を一少女の観察記録の形式をとって追 う。チ ドリの

生態 とその親子に対する少女のこまやかな愛情がさわやかに描かれている。 〈日映新社

f,阪 大VTR>

100.『 魚の愛情』'47(昭22)日 映(石 本統吉)製 作,太 田仁吉原案,奥 山大六郎演出,

八幡治夫撮影。少年たちが小川で捕らえた トゲウオを飼育観察する過程を追い,魚 の親

子の交流をキメ細か くとらえている。撮影技術賞。 〈日映新社f,国 立近代美術館フィ

ルムセンターf,阪 大f>

101.r雑 居小学校』 「日本ニュース」戦後編No.122'48(昭23).5.ll日 本映画社。小学

校の教室不足が目立っている時期に,大 人の芸能教室に校舎の半分を とられている大阪

市め清華小学校の様子を紹介。 「今週は三年は朝から四年は昼 か ら」,「 ここから上に

は行ってはいけまぜん」の貼紙 その境界の綱を乗 り越えて入 り込む子供たち,長 唄,

尺八などを稽古す る大人をのぞく子供たち。 〈日映新社f,NHKf,阪 大VTR>

102.r教 育委員選挙せ まる』 「日本 ニュース」戦後編No.142'48(昭23).9.28日 本映画

社。10月5日 施行予定の選挙の準備風景 と東京 ・神田で行われたNHKの 街頭録音の様

子。 「十月五 日,教 育は国民の手に,忘 れるな一票」の立看板,準 備に追われる関係官

庁係員,街 頭録音で 「準備が遅い」 と苦情を述べる男性に答える森戸辰男文相。 〈日映
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新社f,NHKf,阪 大VTR>

103.「 初の教育委員』 「日本ニュース」戦後編No.144'48(昭23).10.12日 本映画社。

一般の関心は低 く棄権票,全 国で4割 を越す。投票前の大阪の有権者の無関心ぶ り,当

日の東京の投票風景,投 票所の隣の教室でメンコ遊びにふける子 供 たち,一 部の教室

になお居すわる被災者たち,教 室の窓際の洗濯 もの。 〈日映新社f,NHKf,阪 大

VTR>

104.『 手をつなぐ子ら』'48(昭23)大 映(京 都)製 作,田 村一二原作,伊 丹万作脚色,

稲垣浩監督。知恵おくれの子 と学校仲間が,相 互の交流を通じてた くまし く育ってい く

様を描 く。出演:笠 智衆,杉 村春子ほか,ベ ス トテン第2位 。 〈国立近代美術館 フィル

ムセンターf,広 島市映像文化ライブラリー,阪 大VTR>

105,『 蜂の巣の子供たち』'48(昭23)蜂 の巣映画部製作(清 水宏)/東 宝配給,清 水宏

脚色 ・監督。復員した元感化院出身の青年 と街の孤児たちが,働 くよろこびを得て自立

していくさまを描 く。孤児たちが通 りすが りの学校の窓からうらましそ うにのぞきこん

だ り,海 を見たいとせがむ重病の仲間をひとり背負い険しい山をはい登るようすなど,

感動的な場面が続 く。実際に孤児が多数出演し,冒 頭に 「この映画の子供たちに心当 り

の方はいませんか」との字幕が大きく掲げられる。 〈国立近代美術館フィルムセンター

f,広 島市映嫁文化ライブラリーf,阪 大VTR>

106.『鐘の鳴る丘』'48(昭23)松 竹(大 船)製 作,菊 田一夫原作,斎 藤良輔脚色,佐 々

木啓佑監督。出演:佐 田啓二,井 上正夫ほか。 〈国立近代美術館フィルムセンターf,

阪大VTR>

107,『 登呂』'48(昭23)新 世界映画社製作,村 山英治脚本,小 川鵠郎演出,岸 田宗典撮:

影,徳 川無声解説。静岡郊外の登呂で発見された弥生式文化の遺跡発掘状況をたどり線

画による復元状況を まじえて解説,こ の種の学術映画の先駆的作品。 〈国立近代美術館

フィルムセンターf,阪 大f>

108.『 生きているパン』'48(昭23)日 映(石 本統吉)製 作,太 田仁吉原案,奥 山大六郎

演出,小 林米作撮:影。イース ト菌の生態を通じて微生物の世界と人間生活の関係を明ら

かにす る。暗視野顕微鏡を用い微速度撮影で菌の活動がみごとに とらえられている。こ

の種の地味な映画製作は困難をきわめ 日映は倒産同然とな り,ス タッフは この映画を製

作す る経費捻出のため東奔西走したといわれる。文部大臣賞,朝 日新聞文化賞。 〈日映

新社f,国 立近代美術館フィルムセンターf,新 潟市視聴覚センターf,阪 大VTR,

加納龍一s>

109.『 霜の花』'48(昭23)日 映(石 本統吉)製 作,中 谷宇吉郎製作,吉 野馨治 ・小 口禎

三 ・吉田六郎撮影,徳 川無声解説。中谷 ・北大教授らが,日 映か ら機材を借 りて自費で

製作。零下十度の北大低温研究室で長期にわた り撮影。同フィルムの英語版がオスロー

の国際学術会議で発表され注 目される。身のまわ りのさりげない現象に,美 と感動ある

ことを教えてくれる。撮影技術賞,朝 日新聞文化賞。 〈日映新社f,阪 大f>

110.『 みんなの学校』'48(昭23)カ ナダ国営放送製作,CIE提 供。カナダにおける学

校施設や教授法の刷新のため学校統廃合を実施す る過程を ドキュメンタリータッチで紹

介。戦後初年,新 制中学校の発足にあたって類似の諸課題を考える上での啓発資料 とし
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て活用 された。CIE提 供の教育映画として,こ のほか,『 新しい教育」,`『先生のお

仕事』,『 勉学の自由』,『 学校の改革』,『公民館』,『 児童をいかに理 解 すべ きか』,

r近代教授法の概念』(以 上,い ずれも米),『 町も学校』(英:別 掲),r新 しい村の

学校』(米:別 掲),『 実験学校』(米:別 掲),『 新聞の自由』(米)な どが あ り,

「ナ トコ映画」として全国で巡回映写された。<阪 大f/VTR>

111,『 町も学校』'48(昭23)英 国政府製作,CIE提 供。自分たちの住んでいる町の成

り立ちを手分けして調査する過程を通じて,'研 究の進めかたと発表法を身につけるとと

もにその愉しさを味わ う。戦後初年,社 会科教授法の参考映画として利用された。 〈阪

大f/VTR>

112.r青 い山脈』前 ・後編'49(昭24)藤 本プロダクショ1ン製作/東 宝配給,石 坂洋次郎

原作,今 井正脚色 ・監督 服部良一作曲。 地方都市を舞台に,人 々の因習的な考えか

たを若者たちが改革 してい くプロセスを描 く。 出演:原 節子,池 部良ほ か。 ベス トテ

ン第2位 。 〈国立近代美術館 フィルムセンターf,広 島市映籐文化ライブラリー,阪 大

VTR>

113.『 忘れ られた子等』'49(昭24)稲 垣 プロダクシ ョン(稲 垣浩)製 作/東 宝配給,稲

垣浩脚本 ・監督。 〈国立近代美術館 フィルムセンターf>

114.r腰 の曲がる話』'49(昭24)日 映製作,農 林省企画,桑 野茂作 ・演出,中 村誠二撮

影。肉体労働に明けくれ る農村婦人の生活改善と健康の向上を説き,農 業共同組合の正

しい組織づ くりを示唆。<阪 大s>

115.『 清 らかに美しく』'49(昭24)日 映製作,日 教組提携,高 木俊郎演出。中学校にお

ける自治会活動の実際を紹介。 〈日映新社f,国 立近代美術館フィルムセンターf,阪

大VTR>

116.『 谷間の少女』'49(昭24)東 宝教育映画部製作,白 柳美彦原作,西 尾喜行脚色,野

田真吉演出。転校してきた炭焼 き村の少女 と村里の小学生との交流をめ ぐる児童劇映画。

新参者をむかえて引き起 こされるこどもの心情の変化とその自然な帰結をさわやかに描

く。<日 映新社f,国 立近代美術館 フィルムセンターf,阪 大f>

117.『 こん こん鳥物語』'49(昭24)東 宝教育映画部製作,下 村兼史演出,村 上喜久男撮

影。初夏の湿地帯に住むさまざまな生物の生態を記録。スタヅフの旺盛な探究心が画面

にあふれ,見 る者を引き付ける。毎 日映画賞,文 部大臣賞。 〈日映新社f,香 川県視聴

覚ライブラリーf,阪 大f>

118.「 アゲハチ ョウ』'49(昭24)日 映(石 本統吉)製 作,太 田仁吉 ・樺島清一演出,鈴

木喜代治撮影。卵からサナギになるまでのあげはちょうの生態を高速度や拡大撮影で追

求。ものを観察するとはどうい うことなのかを,じ つにわか りやす くカメラを通して語

りかける。文部大臣賞。<日 映新社f,阪 大f,加 納龍一s>

119.『 新しい村の学校』'49(昭24)米 国,CIE提 供。住民が教育委員を選出し,学 校

を組織,運 営してい く過程を描 く。戦後,日 本の教育委員会制度実施に際し,そ の趣旨

を啓発するため用いられた。.〈阪大f/VTR>

120.r実 験学校』'49(昭24)米 国,CIE提 供。ニューヨーク市の教育大学における,

社会適応が困難な優秀児を対象とする特別学級の実践記録。 〈ニューヨーク市立大学f,
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阪大f/VTR>

121.『 空気のな くなる日』'49(昭24)日 映(石 本統吉)製 作,伊 東寿恵男演出。ハレー

彗星出現で地球に空気がな くなると恐れられた明治時代の出来 ごとを劇化。出演:俳 優

座。 〈日映新社f,阪 大VTR>

122.『 流れ作業』'50(昭25)東 宝教育映画部製作,西 沢豪演出,浦 島進撮影。学校教育

用映画を自主的に確保し新教育を推進することを期して結成された 日本学校映画教育協

議会(「 学映連」'49年 結成。のちの日本学校視聴覚連盟)が 企画した 『社会科教材映画

体系シ リーズ』(小 学校3-6年 用。生産,政 治,保 健衛生など7部 門)の 第1作 。 自

動車工場の組立作業をとり上げ,近 代工業の本質にせまる。同シリーズは,教 材映画製

作共同組合(関 係業老10社)が 製作を担当し,'54(昭29)ま でに 『新聞の働 き』(理

研映画社),『 蝿のいない町』(岩 波映画製作所=別 掲),『 わたしたちの学校』(理 研

映画社=別 掲),『 鉄道電化』(理 研映画社),青 果市場』(科 学映画社),『 私たちの新

聞』(日 映)な ど38本が製作された。同シリーズの企画製作にブルーリボン特別賞が授

与される。 〈阪大f,加 納龍一s>

123.『稲の一生』'50(昭25)日 映(石 本統吉)製 作,農 林省企画,太 田仁吉演出,鈴 木

喜代治撮影。稲の発芽から結実までの過程を微速度撮影を効果的に取 り入れて記録。開

化する稲の穂や地中に延びる根の生命力が神秘的な美しさで描写されている。文部大臣

賞,ブ ルーリボン賞,毎 日映画賞,映 画技術賞。 〈日映新社f,国 立近代美術館フィル

ムセンターf,阪 大f,加 納龍一s>

124.『蝿のいない町』'50(昭25)岩 波映画製作所製作,吉 野馨治演出,村 治夫撮:影。社

会科教材映画体系中の一作品。小学校の調理室のようすから視野を広げ,蝿 の繁殖のし

くみや駆除への取 り組みかたに及ぶ。文部大臣賞。 〈岩波映像f,国 立近代美術館フィ

ルムセンターf,香 川県視聴覚ライブラリーf,阪 大f>

125.『 聞けわだつみの声』'50(昭25)東 横製作,関 川秀男監督。 〈国立近代美術館フィ

ルムセンターf>

126.『格子なき図書館』'50(昭25)CIE教 育課製作。新潟県立図書館における実践を

紹介し,市 民に親しまれる図書館のサービスの在 り方を提示する。同年4月,図 書館法

施行。<新 潟県視聴覚ライブラリー,阪 大VTR>

127.rわ たしたちの学校』'51(昭26)理 研映画製作。社会科教材映画体系中の一作品。

児童が,困 難に直面しなが ら自主的に運動会を開催す るにいたる過程を描写。 〈国立近

代美術館フィルムセンターf,阪 大f>

128.r新 しい眼,新 しい耳』'51(昭26)CIE映 画課製作,新 潟県 ・宮城県教育委員会

協力。'48年 に開設されて以来,映 画,幻 灯,レ コー ドなど視聴覚一般のサービス機関

として際立った成果をあげている両県の視聴覚ライブラリーの実践を紹介。

129.r三 つの輪』'51(昭26)理 研映画製作,社 会教育映画協議会企画,樋 口源一郎演出。

す ぐれた社会教育用映画の製作と普及を目的として設置された同協議会('50年 設立)の

第1回 作品。少年非行がはびこる現実の中で,社 会と学校の接点にあるPTAの 在 りか

たを説 く。'53(昭28)年 までに同協議会の企画に よりr鯖 二匹』(日 映教育映画部),

『腕白日記』(富 士映画:教 育映画祭特別賞)な ど6本 の作 品が製作 され た。 〈阪大
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f>

130.『 中尊寺』'51(昭26)日 映 製作 ,朝 日新 聞社企画,高 木俊朗脚本 ・演 出,広 木正幹

撮影。金色堂に安置 されてい る藤原四代 の ミイラを科学的 に究 明。文部大 臣賞,毎 日映

画 コンクール教育文化映画賞。 〈国立近代美術館 フ ィル ムセンターf,岩 手 ・香川 ・神

奈川視聴覚 ライブラ リーf,日 比谷図書館視聴覚室f,阪 大f>

131.『 少 年期』'51(昭26)波 多 野勤子原作,田 中澄江 ・木下恵介脚色,木 下恵介監督。

〈国立近代美術館 フ ィル ムセンターf>

132.『 一 番安全な道』'51(昭26)米 国 ペ ンシルバ ニア州立 大学製作,CIE提 供 。小学

校 の交 通安全 教育 の実践例 。児童 の体験 を もとに交通問題 を考え 自主的に解決の方法を

見出 してい く過程 を追 う。 〈ペ ンシルバ ニア州立大学f,阪 大f/VTR>

133.『 結 核 の生態』'52(昭27)日 映 科学(石 本統吉)製 作,厚 生省企画,奥 山大 六郎 ・

谷 口豊一 演出,小 林 米作 ・鈴木 喜代 治撮 影。 結核 の病 理を位相差顕 微鏡 を用 いて解 明。

結核菌 の増殖や 白血球 と結核菌 の死 闘の よ うすを世界 では じめて撮影 に成功 し,注 目さ

れた。文部大 臣賞,ブ ル ー リボ ン賞,毎 日映画賞,映 画技術賞。 〈国立近代美術館 フ ィ

ル ムセンターf,阪 大f,加 納 龍一s>

134.『 や まび こ学校』'52(昭27)八 木 プ ロ(八 木保太郎)製 作,無 着成恭原作,八 木保

太郎脚本,今 井正監督。 出演=木 村功,杉 葉子 ほか。 ベス トテ ン第8位 。<東 京都総合

教育セ ンターf>

135.『 原 爆の子』'52(昭27)近 代 映協(吉 村公三郎)製 作,新 藤i兼人脚本 ・監督。 出

演=音 羽信子,滝 沢修ほか。 〈国立近代美術館 フ ィル ムセンターf,阪 大VTR>

136.『 真 空 の世界』'53(昭28)日 映 科学(石 本統吉)製 作,中 村麟子作演 出,広 木正幹

撮影。 「日本百科映画体系」(教 育映画配給社企画,日 本学術振興会監修)中 の一作 品。

空気の性質を,真 空中での実験を通 して理解 させ,そ の利用法にお よぶ。同体系は,こ

のほか 『蚊』(岩 波映画=捌 揚),r腐 敗 』(日 映科学),rか え るの発生』(岩 波映画)

な ど,'57年 まで に20作 品 が製作 された。 文部大 臣賞,毎 日映画 コンクール賞,ベ ス ト

テン第5位 。 〈国立近代美術館 フィルムセ ンターf>

137.『 小麦 の祖先』'53(昭28)日 映科学,文 部 省企 画,太 田仁吉演出,鈴 木喜代治撮影。

木原均博士 の指導 の下 に,パ ン コムギの由来を実験 に よ り検証す る過程 を記録 した学術

映画。

138.『 日本 の稲作』'53(昭28)科 学 映画研究所(中 山亘)製 作,農 林省企画,加 納龍一

脚本,樺 島清一演 出,鈴 木喜代治撮影。 当時 の稲作 の手順 と技術 が四季 の変化 を織 り込

み なが ら描かれてい る。家畜や人手 に頼 った田植え,稲 刈 り,脱 殻 の様子 などい まや見

られない シーンが数多い。 〈全農映f,阪 大VTR>

139.『 雪 ふみ』'53(昭28)ビ デ オ映画社(谷 口豊一)製 作,道 林一郎演 出。貧 しい農村

生 活の現 実 とたたか う中学生の姿を描 く,劇 映画。 ブル ー リボン賞,毎 日映画 コンクー

ル賞,ベ ス トテ ン第1位 。 〈国立近代美術館 フ ィル ムセ ンターf,阪 大VTR>

140。 『セ ロひきの ゴーシ ュ』'53(昭28)三 井 芸術製作,宮 沢 賢治原作,田 中澄江 ほか脚

色,森 永健二郎演 出。人形劇 団 プー クに よる本 格的人形劇映 画。 カラー作 品。東南 アジ

ア映画祭受賞。 このほか,同 じタイ トルで 日映 も製 作してい る;'49(昭24),田 中喜次
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作 ・演出,鈴 木喜代治撮影。影絵。 〈国立近代美術館フィルムセンターf,阪 大f>

141.『 ひめゆ りの塔』'53(昭28)東 映(大 川博)製 作,水 木洋子脚本,今 井正監督,小

関裕而音楽。 〈国立近代美術館フィルムセンターf>

142.『 蚊』'54(昭29)岩 波映画製作所製作,小 口八郎脚本,吉 野馨治演出,吉 田六郎撮

影。 「日本百科映画体系」中の一作品。蚊を単に社会衛生的な面からとらえるのではな

く,む しろ昆虫に対する生物学的な理解を深めることによって,か えって人間生活との

関係や駆除の問題の本質がよく理解できることがわかる。文部大臣賞,毎 日映画 コンク

ール賞,教 育映画祭最高賞,ベ ス トテン第4位 。 〈岩波映像f,国 立近代美術館フィル

ムセンターf,岩 手県 ・長野県視聴覚ライブラリーf,日 比谷図書館視聴覚室f,阪 大

f>

143.『 ニホンザルの自然社会』'54(昭29)三 井芸術製作,文 部省学術局企画,太 田仁吉

脚本,矢 部正男演出,鈴 木喜代治撮影。高崎山と宮崎県幸島の猿群の生態をとらえる。

教育映画祭特別賞,ベ ス トテン第3位 。 〈三共 プロf,国 立近代美術館フィルムセンタ
ーf ,岩 手県 ・長野県視聴覚ライブラリー,阪 大f,加 納龍一s>

144.『 月の輪古墳』'54(昭29)記 録映画製作者協議会製作,吉 見泰脚本,荒 川英郎演出,

竜神孝正撮影,丸 山章治解説。郷土の歴史を科学的に解明しようとする村民の姿を通じ,

地域に根づ く文化運動の在 りかたや史跡文化財の重要さを説 く。古墳の取 り扱いかたを

めぐり当時の文部大臣大達茂雄が反発し,大 臣賞の授賞を拒否し話題となった。教育映

画祭最高賞,ベ ス トテン第2位 。 〈国立近代美術館フィルムセンターf,新 潟市視聴覚

センターf,阪 大VTR>

145.『 阿寒湖のまりも』'54(昭29)科 学映画研究所製作,太 田仁吉演出 〈遺作〉,関 口

敏雄撮影。 「まりも」の構造 と生育過程をアイヌのまりも祭を交えて紹介。日光をあび

て無数の気泡をかがやかせながら,ゆ っくりと浮上 して行 くさまは幻想的である。カラ

ー作品。 〈国立近代美術館 フィルムセンターf,阪 大f>

146.『 粟野村』'54(昭29)東 京シネマ製作,東 北電力企画,吉 見泰脚本,:丸 山章治演出,

小松浩撮:影。農村電化による新新しい農村経営や生活改善の現実を描 く。カラー作品。

教育映画祭特別賞,ベ ス トテン第5位 。<国 立近代美術館フィルムセンターf>

147.『 あかちゃん日記』'54(昭29)東 京映画技術研究所製作,森 永乳業企画,桑 野茂脚

本 ・演出,荒 木秀三郎撮影。赤ちゃんの誕生から1年 間の発育状況を記録。教育映画祭

特別賞,ベ ス トテン第6位 。 〈国立近代美術館フィルムセンターf>

148.『 芦沼』'54(昭29)山 峡視覚研究所製作,岡 部久構成 ・撮影。新潟県蒲原平野の,

海より低 く腰までつかる湿田をめ ぐる,300年 にもわたる農 民 の不屈の努力を3年 間の

長期ロケをふまえて記録。 〈国立近代美術館フィルムセンターf,新 潟県視聴覚ライブ

ラリーf,阪 大f>

149.『 教室の子供たち』'54(昭29)岩 波映画製作所製作,文 部省視聴覚課企画,羽 仁進

演出,小 林静男撮影。教室にカメラを据えて,学 童(東 京 ・小学校2年 生)の 心理と生

活を追 う。教育映画祭最高賞,ブ ルーリボン賞,ベ ス トテン第3位 。 〈岩波映像f,国

立近代美術館フィルムセンターf,神 奈川 ・香川 ・長野県視聴覚 ライブラリーf,日 比

谷図書館視聴覚室f,阪 大VTR>
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150.『 霜 と霜柱』'54(昭29)日 本 視聴覚教材(配 島央 二,谷 口豊一),岡 本昌雄 演出,

鈴 木喜代治撮:影。 「クラスル ームフ ィル ム ・理科教材体系」(同 社企 画製作,8部 門,

60本)中 の秀作。 同シ リーズは,短 編(各5分 前 後)な がら,映 画 の特性 をいか して明

瞭,精 緻 にま とめ あげ,授 業 の実態 をわ き まえた教材 として好評 を得 た。微 速度撮影 で

とらえた霜柱 の生成 の過程 は感動的 である。教育映画祭特別賞,文 部省特選,ベ ス トテ

ン第4位 。 同シ リーズ中,こ のほか,『 池や小川 の生 き物』(樺 島清一 演出,鈴 木喜代

治撮影)も,そ れ ぞれ の生物が いか に環境 に適応 した体 のし くみを もって生 きているの

かを示 し,あ りふれた身 のまわ りの自然へ の探究心を そそる。 〈阪大f>

151.『 佐 久間 ダム ・第一部』'54(昭29)岩 波 映画製作所,高 村武次演 出,小 村静夫撮影。

天竜川上流に建設 された 日本最大 の ダム工事 を,建 設 に従事す る人 々の人間 もようを織

りまぜなが ら描写。毎 日映画賞,教 育映画祭特別賞,ア ジア映画祭最高賞,ベ ス トテン

第1位 〈国立近代美術館 フ ィル ムセンターf,岩 波映像f>

152.『 と もしび』'54(昭29)キ ヌタブ 戸ダクシ ョン製作/北 星映画配給 家城己代治脚

本 ・監督。出演:香 川京子,永 井智雄ほか。 〈国立近代美術館 フ ィル ムセンターf>

153.『 二 十四 の瞳』'54(昭29)松 竹(大 船)製 作,壷 井栄原作,木 下恵介脚色 ・監督。

出演:高 峰秀 子,笠 智衆ほか。 〈国立近代美術館 フ ィル ムセンターf,阪 大VTR>

154.『 し いのみ学 園』'54(昭29)新 東 宝製作,山 本三郎原作,清 水宏脚本 ・監督。 〈国

立近代美 術館 フ ィルムセ ンターf,阪 大VTR>

〔注〕 この リス トは,こ れまで収集し得た各種資料,関 係者の証言および視聴し得たフィルムについ

てはその結果に基づき,編 成した。所収フィルムの選択方法とその内容についての記述には,そ れ

ぞれの作品のもつ意義 と価値についての編者 自身の意見が強く反映されてお り,当 該時期における

関係映画を網羅した目録としての性格をもつ ものではない。

各フィルムの原版ないしプリン トおよび複製品の所在については多 くの時間を費やして情報を収

集し利用上の便宜を期したが,な お不十分である。作品によっては,教 育 ・研究目的であっても,
一部ないし全部の利用を制約される場合がある。

〔所蔵先〕

東京国立近代美術館フィルムセソター 東京都中央区京橋3-7-6

米国国立公文書館Wash至ngtonDC.20408USA

ドイ ツ連邦公文書館5400KoblenzlFederalRepublicofGermany

英国戦争博物館LambethRoadLONDONSEI6HZBRITAIN

大 阪大学人間科学部教育制度学研究室 大阪府吹田市山田丘1-2
ニューヨーク市立大学535East80thstreetNY.NY.10021USA

ペンシル・ミニア州立大学UniversityPark,Pensylbania16801USA

NHKサ ービスセンター 東京都渋谷区宇田川町41-1

朝 日放送

テレビ朝 日映像

東京放送
日映新社

理研映画社
三 共 プ ロダ ク シ ョン

岩波映像

青 銅 プ ロダ クシ ョン

L.リ ー フ ェ ン シ ュ ター ル プ ロ ダ クシ ョン

財団法人 満鉄会

大阪市大淀区大淀南2-2

東京都港区六本木6-4-10

東京都港区赤坂5丁 目

東京都品川区上大崎2-10-17

東京都港区東新橋1-1-16

東京都中央区日:本橋横山町3-8-701

東京都千代田区三崎町2-21-4

東京都i新宿区新宿2-5-11

Tengstrasse20M廿nchenD-8000F.R.of

Germany

東京都中央区銀座7-2-4
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岩手県視聴覚ライブラリー

新潟県視聴覚ライブラリー

新潟市視聴覚ライブラリー

宮城県視聴覚ライブラリー

神奈川県視聴覚ライブラリー

東京総合教育センター

東京都 日比谷図書館視聴覚室

香川県視聴覚ライブラリー

長野県視聴覚ライブラリー

広島市映像文化 ライブラリー

加納龍一

盛岡市内:丸1-50岩 手県立図書館内

新潟市一番堀通 り5923-46新 潟県立図書館内r

新潟市西大畑町458-1新 潟市視聴覚教育センター内

仙台市つつ じが岡458-1宮 城 県立図書館内

横浜市紅葉 ケ丘9-2神 奈川県立図書館内

東京都千代田区神田神保町1-59興 産 ビル5階

東京都千代田区日比谷公園1-4日 比谷図書館内

高松市西宮町2-4-18香 川県教育セソター内

長野県若宮298長 野県立図書館内

広島市中区基町3-1

東京都世田谷区祖師谷3-4-9

〔各 賞の授与主体,対 象および授与開始時期〕 本 リス トに係わるものに限定
*文 部大臣賞 ・文部省特選=「教育上価値が高 く学校および社会教育で広く利用 されることが

適当と認められる」作品に授与。1931年 より(文 部大臣賞),1954年 より(文 部省特選)。
*教 育映画祭最高賞 ・特別賞:日 本教育映画連盟,(後 援)文 部省,外 務省,通 産省,厚 生

省,農 林省,NHK,朝 日新聞社。 日本国内の教育映画製作者から,年 間の製作本数に応じて出

品された作品を審査。第1回1954年 より。
*毎 日映画コンクール教育映画文化賞:毎 日新聞社,(協 賛)日 本映画製作者連盟,教 育映画

製作者連盟。教育,児 童,文 化,産 業,科 学,記 録,広 報,漫 画,影 絵関係映画を審査対象とす

る。1950年 より。

*キ ネマ旬報ベス トテン短編記録映画部門:十 数名の選考委員が年聞の作品中から選定。1938

年 より。
*ブ ルーリボソ賞特別賞 ・教育文化映画賞:東 京映画記者会(時 事通信,報 知新聞,東 京タイ

ムスなど9社)。 構成記者会の投票で選定。1950年 よ り。

*日 本映画技術賞:日 本映画技術協会。撮影,録 音,美 術,特 殊技術,ラ ボラトリー技術など

を審査。1948年 より。
*ア ジア映画祭最高賞 ・特別賞:1954年(開 催地 東京)よ り。

〔追 記〕 本 稿 の記 述 に 当 り,本 調 査 研 究 の 現状 と見 通 しを 概 観 す る こ とに 力点 を 置 い た た め,特 定 の

文 献 に依 拠 し,な い し引用 す る こと よ り考 察 を 深 め る ことを して い な い。 この間 の 事 情 に は,関 係

す る フ ィル ムに 対 す る調 査(視 聴 を 含 め て)を 終 え る こ とが大 前提 とされ る,映 画 を対 象 とす る研

究 の手 続 き上 の 問 題 と長 い年 月 を 経 て散 逸 傾 向 が著 しい フ ィル ムを対 象 と して い る こ とに よる研 究

素材 の入 手 の困 難 さが,相 互 に 関 連 して 介在 す る。 した が って,こ こで は,分 析 の技 法 とか 「史

料 」 に対 す る知 見 とか に は直 接 的 な関 わ りを もた ない もの の,数 年 来 の調 査 を 進 め る過 程 でつ ね に

心 の支 えに な り,な い しエ ネル ギ ーの 補 給源 の役 割 を 果 た して き た文 献 ・資 料 を 掲 げ る に止 め る。

いず れ も,教 育 と人 間 とを 考 え る接 点 上 に 映 画 を 位 置 づ け よ う とす る と き,「 波 長 」 の符 合 を 感

じ,目 を 通 す た び に琴 線 の 高な りを お ぼ え る資 料 で あ る。

稲 田達 雄 『映 画 教 育運 動 三 十 年 』 日本映 画教 育 協 会1962

加 納 龍 一 『教 育 映 画 の製 作 』 日本 教 育映 画協 会1959

B.D.ガ ル ガ 『失わ れ た 映 画 の宝 』 ユ ネ ス コ1974

R.B.・ ミーナ ム,山 谷 ・中 野 訳 『ノ ン フ ィシ ョン映 像 史 』 創 樹 社1984

P.ロ ーサ,厚 木訳 『ドキ ュ メ ソ タ リー 映画 』 み す ず 書 房1960

R.ホ イ ヅタ カー,池 田 ・横 川 訳 「映 画 の言 語 』 法 政 大 学 出 版会1983

B.バ ラ ー ジ ュ 『視 覚的 人 間 一 映 画 の ドラマ ツル ギ ー』 岩 波 書 店1986

佐 藤 忠 男 『映 画 と人 間形 成 』 評 論 社1972

C.チ ャ プ リン,中 野訳 『チ ャ プ リン 自伝』 新 潮 社1982

C.H.Road``FilmasHistoricalEvidence"〈JournalsocietyofArchivist>1966

MotionPictureSoundVideoBranchSection/Nat三 〇nalArchives&RecordsServices
"AudioVisualRecordsinNationalAchivesoftheUnitedStatesPolicytoWorld

WarII"1974

サ ボ ー ・イ ッシ ュ トバ ー ソ 『映 画 が 描 く人 間像 』VTRテ ー プ(NHK文 化 講 演会 記 録)

1985

佐 藤 嘉 市r草 創 期 の新 潟 県 視 聴 覚教 育 』VTRテ ー プ(大 阪 大 学 人 間 科学 部 教 育 制 度 学 研 究



「史料」 としての映画感究序説 283

室企画製作)1983
『山田洋次の世界』VTRテ ープ(NHK放 送 ライブラリー)1984

また,本 研究の準備過程において,下 記に掲げた関係者,関 係機関をはじめ,多 くの方々か らご

協力を得ている。本稿の記述は,教 育映画関係者から寄せ られた談話,書 簡に負うところが少なく

ないし,映 画フィルムの所在調査,視 聴,複 製品の入手に関して,か つて製作に従事された方々や

原版を所蔵する映画製作社からのご援助が得られなかったならば,お そらく研究計画は相当以前に

挫折を余儀な くされていたことと思 う。ご高配に心から謝意を表したい。

佐藤嘉市(元 新潟県社会教育課),沢 行雄(日 本視覚教材),阿 部慎一(元 教育映画製作者連

盟),池 田永造(元 大毎東日映画部 ・日本映画社),加 納龍一(元 日本映画社 ・教材映製作共同

組合),丸 尾 定(国 立近代美術館フィルムセンター),望 月武夫(日 本映画教育協会),戸 川

直樹(元 日本大学芸術学部,映 画評論家),谷 川義雄(記 録映画演出家),池 下武之(NHKサ
ー ビスセンター著作権室) ,三 川浩造(NHKサ ービスセンター),小 山誠治(元 理研映画社),

小川晋太郎(元 芸術映画社,理 研映画社),佐 和禄郎(日 映新社),高 原貞夫(毎 日映画社),

前 田 博(読 売映画社),村 山英治(桜 映画社),岩 下正美(元 朝日映画社),岡 田 弘(元 日

映文化映画部),大 口和夫(元 芸術映画社),小 島義史(青 銅プロ),竹 須毅三郎(三 共プロ),

西尾 豊(電 通映画社),鈴 木喜代治(元 日映科学),天 野正男(元 東亜発声映画製作所),宮

沢康介(全 国朝日放送資料部),川 野昌宏(東 京放送報道ライブラリー),河 崎真太郎(朝 日放

送 ライブラリー),阿 部司士(岩 波映像),福 富 強(文 部省社会教育局),小 口禎三(岩 波映

画製作所),宮 永次雄(満 鉄会),鈴 木進(日 本映画製作老連盟),D.ROE(MOTIONPICT-

URESOUNDANDVIDEOBRANCH/NATIONALARCHIVESANDRECORDS

SERVICES米),S.BRANDLY(LENIRIEFENSTAHLPRODUCTION西 独),DR.

SIEGEN(BUNDESARCHIV/FILMARCHIV西 独),R.W.FENTRESS(DEFENCE

AUDIOVISUALAGENCY米),A.E.FLEMING(IMPERIALWARMUSIUM英),

谷 口豊一(元 ビデナ映画社),河 合 武(元 東宝文化映画部)。
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..ofJapan(1911-12).

Andwearelaidunderthenecessityoffindingmotionpicturesmorehighvalues

thanphotographsorprintedmatters.Thatistosay,Inotionpictures,combined

scenesandsounds(musicornaration),showtheirdistinctivecharactorasmass-media.

InthispaperIattemptedtopresent4viewpointsconceminghowwecanmake

auseofmotionpicturesasresearchmaterials,especiallyforstudyinthe丘eldof

educationalhistoryduringWorldWarII.The丘rstisthatmotionpictureshave

muchpossibility-ofrecreatingthepas亡inthesensetha亡thepresentge琢erationcan

sharetheexperienceofpreviousgenerationand,圭nsharingthatexperie且ce,begin

toseeproblemsintheircomtemporarycontext.Thesecondisanevidenceofmotion

picturesasthemediaofpropaganda.Bytheanalysisofthemwecanunderstand

lnoreclearlytheaimortendencyofthepolicyandhowmenofpower6caught

heartsofthemasses.Thεthirdisthroughourviewingofmotionpictureswecan

enterintoproducer'sfeeling,andcanlearnhowtomakeobservationorhowto

makeapproachonthenaturalandsocialphenomena.Finallyweareabletoknow

themovingofhumannatures,humanlooksandemotions,thatmotionpictures

expressmostsuccessfullybythetechniqueof``c豆ose-up".It'sveryimportantfor

our至ifetohavechancesoflearninghowtocommunicatethroughgesturesandfacial

exp「esslons.

Atthelastofthispaper,Imadesolnesuggetionsregardingthestepsneededto

promotethehistoricalresearchbymotionpictures,At丘rstit'srequiredurgent!yto

build"FilmLibrary"aroundthecountry,wherewe'11.beab至etomakeav三ewofany
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motionpictures■eededatalltimes.Andfurtheritlnustberealizedtocollectthe

relatedprinteddocumentssuchascameraman'snote,producer'sbiography,scripts,

thephases.ofthetimesand .soon,thatsurelycontributetodeepenourunderstanding

moreconsiderablyollthemo亡iGnpic亡uresashistoricalmaterials.


